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主な内主な内容容
特集「日ごろの注意が火災を防ぐ 特集「日ごろの注意が火災を防ぐ」」

 みんなの水 みんなの水道道

 地域医療の現地域医療の現状状

 カッパハーフマラソン交通規制のお知ら カッパハーフマラソン交通規制のお知らせせ

9町トピック 9町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

受け継がれ受け継がれるる伝統芸能伝統芸能
子どもたちが見事に舞子どもたちが見事に舞うう
「細野神楽保存「細野神楽保存会会（（東和) 八幡舞東和)　八幡舞

～第３回登米市民文化～第３回登米市民文化祭祭（１０/１０・１１）（１０/１０・１１）」」
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火
」
や
「
火
入
れ
」
が
９
件
増
加
の
　
件
１４

（
　
・
４
㌫
）
と
、
昨
年
の
１
位
の
「
放
火

２２
（
疑
い
を
含
む
）」
　

件
（
　
・
５
㌫
）
を

１０

１４

上
回
る
出
火
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
図
２
】。

　
そ
の
「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」
に
よ

る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
家
庭
の
ゴ

ミ
を
庭
先
な
ど
で
焼
却
せ
ず
、
決
め
ら
れ

た
収
集
日
に
搬
出
す
る
」、「
農
作
業
の
た

め
、
枯
れ
草
な
ど
を
焼
却
す
る
際
で
も
、

風
向
き
や
焼
却
範
囲
な
ど
に
注
意
し
、
確

実
に
消
火
す
る
ま
で
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い
」
な
ど
と
い
っ
た
日
ご
ろ
の
心
掛
け
が

重
要
で
す
。　

　
平
成
　
年
中
（
１
月
１
日
か
ら
　
月
　

２０

１２

３１

日
ま
で
）
に
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災
は

　
件
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
て
　
件
も
増

６９

１０

加
し
て
い
て
ま
す
。
火
災
種
別
ご
と
に
み

る
と
、
林
野
火
災
が
３
件
減
少
の
３
件
、

車
両
火
災
は
前
年
同
数
の
５
件
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
建
物
火
災
は
３
件
増
加
の
　３３

件
、
そ
の
他
火
災
が
　
件
増
加
の
　
件
と
、

１０

２８

特
に
枯
れ
草
火
災
な
ど
の
「
そ
の
他
火
災
」

の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
【
図
１
】。

　
ま
た
、
出
火
原
因
別
を
見
て
も
「
た
き

登
米
市
火
災
原
因

１
位
は
「
野
外
で
の
焼
却
」

日日日日日日日日日日
ごごごごごごごごごご
ろろろろろろろろろろ
のののののののののの
注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意
がががががががががが
火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災
をををををををををを
防防防防防防防防防防

日
ご
ろ
の
注
意
が
火
災
を
防
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

特 集

　
「
自
分
は
火
災
な
ん
か
起
こ
さ
な
い
」。
皆
さ
ん
の
心
の
中
に

そ
ん
な
思
い
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
「
火
災
を
起
こ
さ
な
い
」
な
ど
と
い
う
保
障
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
油
断
こ
そ
が
火
災
を
招
く
原
因
と

な
り
ま
す
。
事
実
、
昨
年
市
内
で
発
生
し
た
　
件
の
火
災
の
約

６９

６
割
が
過
失
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
火
災
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
「
防
火
対
策
」
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
全
国
的
に
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
季
節
。　

月
９
日
か

１１

ら
　
日
ま
で
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

１５
か
け
が
え
の
な
い
生
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
わ
た

し
た
ち
が
で
き
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



【図１】平成２０年　登米市火災発生件数（単位：件）

　　　　　　　　　　　　　資料「２００９年　消防年報　とめ」

【図２】平成２０年　登米市火災出火原因（単位：％）

　　　　
　　　　
　　　　　　　　　　　　　資料「２００９年　消防年報　とめ」
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雑火元に近づき消火器の上に
ある安全栓を上に引き抜く
※運ぶ途中にレバーを握って
しまい消火薬剤が放射し、火
元についたときには「空」と
いうことがあります。

合計その他車両山林建物

６９ ２８ ５ ３ ３３  平成２０年

５９ １８ ５ ６ ３０  平成１９年

日ごろの注意が火災を防ぐ

も
し
も

火
災
が
発
生
し
た
ら

特 集


ま
ず
慌
て
ず
に
「
初
期
消
火
」

　
万
一
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
も
、

初
期
の
段
階
で
消
火
で
き
れ
ば
火
災
が
大

き
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

火
の
小
さ
い
う
ち
で
あ
れ
ば
、
水
や
消
火

器
を
使
っ
て
消
火
し
ま
し
ょ
う
。
初
期
消

火
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
ゆ
っ
く
り
・
慌
て
ず
・

落
ち
着
い
て
」
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
、
炎
が
自
分
の
身
長
以
上
に
達

す
る
ま
で
が
、
自
分
で
消
火
で
き
る
目
安

で
す
。
炎
に
よ
っ
て
身
の
危
険
を
感
じ
た

場
合
は
、
素
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。


正
し
い
知
識
を
「
消
火
器
」　

　
消
火
器
は
、
学
校
や
会
社
、
家
庭
な
ど

身
近
に
見
る
機
会
が
多
い
な
じ
み
の
深
い

消
火
器
具
で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
気
が
動
転
し
て
「
簡
単
な
使
い
方
な

の
に
使
え
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
の
維
持
管
理
が
不
適
切

な
た
め
、
古
く
な
っ
た
消
火
器
が
腐
食
し

て
破
裂
す
る
な
ど
、
重
大
な
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
効
果
的
に
消
火
器

を
使
い
、
消
火
す
る
た
め
、
消
火
器
の
使

い
方
や
点
検
方
法
な
ど
の
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
せ
っ
か
く
備
え
た
消
火
器
も
、
サ
ビ
や

損
傷
な
ど
の
異
常
が
生
じ
る
と
「
い
ざ
」

と
い
う
時
に
使
え
な
か
っ
た
り
、
本
体
が

破
裂
し
て
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
た
り
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
左
記
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
参
考
に
消
火
器
を
点
検
し
、
異
常
を

発
見
し
た
場
合
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
○
安
全
栓
が
つ
い
て
い
る
か

　
○
キ
ャ
ッ
プ
に
緩
み
は
な
い
か
 

　
○
容
器
に
サ
ビ
や
変
形
な
ど
は
な
い
か

　
○
ホ
ー
ス
に
詰
ま
り
や
割
れ
は
な
い
か

　
○
圧
力
ゲ
ー
ジ
付
き
の
も
の
は
、
圧
力

　
　
を
示
す
針
が
規
定
値
内
に
あ
る
か


慌
て
ず
正
し
い
情
報
を「
1
1
9
通
報
」

　
1
1
9
番
通
報
の
際
に
は
、
ま
ず
初
め

に
「
火
事
」
か
「
救
急
」
か
を
伝
え
、
次

に
「
発
生
場
所
の
正
確
な
情
報
」
を
伝
え

ま
す
。

　
消
防
車
が
い
ち
速
く
火
災
現
場
に
到
着

す
る
た
め
に
も
、「
正
確
な
情
報
」
が
大
変

重
要
に
な
り
ま
す
。「
早
ぐ
早
ぐ
」「
お
ら

い
の
２
軒
隣
が
火
事
」
な
ど
で
は
聞
き
直

し
な
ど
に
よ
り
、
火
災
個
所
の
特
定
に
時

間
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
、
消
火
活
動
が
遅

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

消
火
器
の
使
い
方

雑ホースをはずし、ホースの
先端を握り火元に向ける
※ホースの途中を持つと、放
射の圧力などから狙いが定ま
らず、的確に放射できない恐
れがあります。

雑レバーを強く握ってほうき
で掃くように放射する
※力のない人は、消火器を地
面に立てて上から押しましょ
う。放射時間は約２０秒しかあ
りませんので慎重に！

消
火
器
の
点
検
個
所

※
炎
が
天
井
ま
で
届
い
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
消
火
器
な
ど
に
よ
る
消
火
は
困
難
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
決
し
て
無
理
を

せ
ず
避
難
し
、
速
や
か
に
「
１
１
９
番
通

報
」
を
し
ま
し
ょ
う
。


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　空気が乾燥し、火災が発生しやすくなる

この季節に合わせて、火災の予防を目的と

した「秋の全国火災予防運動」が１１月９日

から１５日まで実施されます。かけがえのな

い生命、財産を火災から守るために家族、

近所で力を合わせて火災を無くしましょう。

■設置場所

１
 寝
室

２
 階
段

３
 台
所

就寝に使用する部屋の天井、または
壁面に設置します（煙式が有効）。

就寝する階の階段の天井、または壁
面に設置します（煙式が有効）。

台所の天井、または壁面に設置しま
す（熱式が有効）。

逃げ遅れ防止に効果を発揮します

７つのポイント
【３つの習慣】
①寝たばこは絶対しない
②ストーブは、燃えやすいものから離して使用する
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
　消す
【４つの対策】
①逃げ遅れを防止するため、住宅用火災警報器を設
　置する
②寝具やカーテンなどは、防炎品を使用する
③初期消火のために、住宅用消火器などを常備する
④高齢者や体の不自由な人を守るために、隣近所の
　協力体制をつくる

日ごろの注意が火災を防ぐ
特 集

登米市消防署　星  耕  一  署長
こう いち

　万一火災が発生した場合に初期

消火を行う際は、炎の大きさや燃

え広がり方によっては無理をせず、

避難を優先してください。特に高

齢者や要介護者は、「火事だ！」と

叫んで周りの人に知らせ、助けを

求めることが大切です。

　火災警報器と消火器を設置して

いれば、火災にいち早く気付き、

初期消火によって被害を最小限に

抑えることが可能となります。

　火災から大切な命を守るために

も、火災警報器の早期取り付けと

消火器の設置をしましょう。

　
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

寝に使われている部屋のほか、台所や就寝に使用する部屋がある階

の階段への取り付けが効果的です。取り付け後は定期的（１カ月に

１度が目安です）に、火災警報器が鳴るかどうかをテストしてみま

しょう。また長期に家を留守にしたときも、火災警報器が正常に動

くかテストしましょう。

　住宅火災は、就寝時間と夕食

の準備時間に発生する割合が多

いのが特徴です。特に就寝中だ

と火災の発生に気付きにくく、

逃げ遅れてしまう可能性が高く

なります。

　火災警報器の取り付けは、子

ども部屋や高齢者の居室など就

　もし火災が発生してしまったときには、できるだけ早くその発生を知ることが非常に重要となりま

す。毎年、全国の火災による死亡者の多くは就寝中などの理由により逃げ遅れたもので、いち早く火

災発生に気付いていれば、助かったケースもあったと考えられます。

　こうした状況を踏まえ、平成１６年に消防法の一部が改正され、それに伴い市では、新築住宅につい

ては平成１８年６月１日、既存住宅は２０年６月１日から住宅用火災警報器の設置を義務付けています。

　火災から大切な命を守るために、住宅用火災警報器を早期に設置しましょう。

火災から自分の身を守るための必須アイテム

付いていますか？火災警報器
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９
月
　
日
に
開
か
れ
た
第
３
回

１８

登
米
市
議
会
定
例
会
で
、
副
市
長

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら

副
市
長
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、

井
林
貢
氏
が
副
市
長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
副
市
長
の
任
期
は
、
平
成
　
年
２１

　
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　

１０

１７

２５

１０

１６

日
ま
で
の
４
年
間
で
、
布
施
市
長

の
下
、
引
き
続
き
登
米
市
発
展
の

た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

副
市
長
に

井
林
貢
氏
を
再
任

登米市副市長　井林　 貢  氏
みつぎ

主な経歴

■平成６年４月　宮城県総務部人事課長

■平成７年４月　宮城県環境生活部次長

■平成９年４月　宮城県公務研修所長

■平成１１年４月　宮城県国際交流協会専務理事

■平成１４年６月　仙台空港ビル専務取締役

■平成１７年１０月　登米市副市長

皆
さ
ん
の
活
動
の
現
場

皆
さ
ん
の
活
動
の
現
場
にに

市
長

が
訪
問
し

　
市
長

が
訪
問
し
てて

い
ま
す

い
ま
す

　
直
接
市
民
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、

市
政
に
生
か
そ
う
と
い
う
目
的
で
、

参
加
団
体
が
活
動
し
て
い
る
現
場

へ
市
長
が
直
接
出
向
い
て
、
活
動

現
場
の
視
察
や
意
見
交
換
な
ど
を

行
う
「
移
動
市
長
室
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
号
で
は
、
８
月
　
日
お
よ

２４

び
　
月
７
日
に
行
わ
れ
た
、
平
成

１０
　
年
度
第
１
回
・
２
回
の
移
動
市

２１長
室
の
活
動
内
容
を
紹
介
を
し
ま

す
。

皐
第
１
回
　

【
伊
豆
沼
・
内
沼
の
自
然
環
境
の
保

全
・
創
造
と
地
域
づ
く
り
】

　
市
を
代
表
す
る
伊
豆
沼
・
内
沼

の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
や
、

渡
り
鳥
の
保
護
な
ど
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
「
迫
町
白
鳥
・
ガ
ン
愛
護
会
」

「
新
田
あ
る
も
の
探
し
の
会
」の
活

動
を
視
察
し
、
意
見
交
換
す
る
た

め
、
８
月
　
日
に
伊
豆
沼
・
内
沼

２４

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
　
年
度
第
１
回
移
動
市
長
室

２１

が
開
催
さ
れ
、
両
会
か
ら
役
員
９

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
前
沼

給
餌
池
や
野
鳥
観
察
館
、
は
す
祭

り
乗
船
場
な
ど
を
市
長
が
視
察
し
、

役
員
か
ら
の
沼
の
水
質
状
況
や
野

鳥
観
察
に
関
す
る
課
題
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
に
戻
り
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
冬
期
間
に
は
給
餌
池

の
斜
面
が
凍
結
し
、
見
学
者
が
沼

に
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
転
落
防
止
の
対
策
を
講
じ
て

ほ
し
い
」「
沼
の
水
流
を
復
活
さ
せ

る
た
め
新
水
門
の
設
置
や
現
水
門

の
開
閉
に
つ
い
て
再
度
、
県
と
協

議
が
必
要
で
は
」
な
ど
、
今
後
の 野鳥の紹介看板について説明を受ける市長

移動市長室
「どこでも市長室」

野
鳥
愛
護
の
取
り
組
み
方
や
、
沼

の
水
質
改
善
に
向
け
て
の
改
善
策

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

皐
第
２
回

【
地
域
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
か
か
わ
り
】

　
市
の
組
織
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
支
援
事
業
に
か
か

わ
っ
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
の
紹
介
や
、

課
題
を
テ
ー
マ
に
　
月
７
日
、
登

１０

米
児
童
館
で
第
２
回
移
動
市
長
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
各
地
域
で
活
動

を
行
っ
て
い
る
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
　
団
体
の
各
代

１１

表
者
　
人
が
参
加
し
、
子
育
て
事

２３

業
を
通
し
て
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
登
米
児
童
館
母
親
ク

ラ
ブ
「
み
ら
い
子
育
て
ネ
ッ
ト
と

よ
ま
」
の
代
表
者
か
ら
、
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
の
内
容
に
つ
い
て

市
長
に
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
託
児

を
依
頼
す
る
際
の
、
基
準
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
預
か
っ
た

子
ど
も
が
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど

の
場
合
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と

が
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
か
ら
も
預

け
る
側
へ
の
周
知
を
も
っ
と
徹
底

し
、
そ
の
子
ど
も
ご
と
に
合
っ
た

託
児
を
目
指
し
た
い
」「
絵
本
な
ど

の
貸
し
出
し
を
、
市
内
の
支
援
セ

ン
タ
ー
で
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
多
く
の
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
市
長
公
室

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０

２２

各代表者がそれぞれの意見を述べました
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１日一人最低３の飲料水が必要です。

３日分程度の水の備蓄を心掛けましょう。

　市水道事業所が市管工事業協同組合に委託している９月期水道メーター検針業務において、市内304区域の
うち12区域で検針が行われていなかったこと、また10月期水道メーター検針業務において７区域285世帯に対
して誤った日付で「水道使用料のお知らせ（検針票）」を発行したことについて、水道を利用する皆さまには、
度重なる不手際により大変なご迷惑をおかけしたことを、心より深くおわび申しあげます。
　今後は、このようなことがないよう市管工事業協同組合に対する監督指導を強化し、職員をあげて再発防止
と水道事業のサービス向上に全力で取り組んでまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道事業管理者　登米市長　布施孝尚

　家庭でできる水の確保　

　水道関係では、地震が発生したらまず何を行うべきですか？ Ｑ

Ａ
　地震が発生したら、慌てず火の始末をして避難します。揺れが収まってから、すべての

蛇口を閉めましょう。断水になっている時は、蛇口が開いていることに気が付かないこと

がありますが、水道が復旧したときに蛇口が開いていると、家中が水浸しになってしまう

ことがあるので注意しましょう。水道から水が出ている場合には、その後の断水に備えて、

飲料水を確保することも大切です。

　大規模な震災が起きて水道施設に大きな被害が発生した場合は、水道事務所などによっ

て各総合支所などを拠点に給水車による給水活動が行われます。

水道水のそこが知りたい！Ｑ＆Ａ

◎飲料水を備蓄するときの注意点

①新しいポリ容器を用意し水道水で十分に洗浄します。

②空気が残らないように容器に水道水を満たし、フタをしっかりと

　締め直射日光の当たらない、風通しの良い場所に保管します。  

③水道水の保存期間は３日間が目安です。飲み水として使用する場

　合は、毎日取り替えましょう。　

④取り替えた水は、飲用以外にも使用することができます。風呂な

　どに使用すればエコにもつながります。

風呂の残り湯は、初期消火用水やトイレの流し水として利用できます。

断水に関する住民対象アンケートでは「水がなく不自由したのはトイレ」

という意見が１番多かったことからも、日ごろからくみ置きを心掛けま

しょう。

【生活用水として、日ごろから水をくみ置きしておきましょう】

清潔でフタのできる

ポリ容器を用意しま

しょう。

安心して使用するた

めにも、品質・環境基

準の認証のマーク表

示のあるものを使用

しましょう。

飲料水の確保は

できていますか？

× ×

１入りペットボトル３本分 家族の人数

３日分

■水道メーター検針の一部未検針および日付の誤りについて（おわび）
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　日ごろなにげなく使っている水道水が

突然ストップしたら・・・　

　宮城県では将来高い確率で「宮城県沖

地震」が発生すると予測されています。

　災害が発生したときにもっとも重要に

なる「水」。今月号では、市水道事業所が

行っている防災への取り組みと、家庭で

できる水の確保について紹介いたします。

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののの水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
第２回『災害に備える』

水道事業所の主な取り組み

　地震などの災害により、水道施設が甚大な被害を受けると、皆さんに安全な水道水を届けるこ

とができなくなります。

　市水道事業所では、災害による水道施設への被害と市民生活への影響を最小限に抑えるため、

施設や設備の整備、応急復旧資機材の確保、職員の訓練など、次の取り組みを行っています。

◎基幹施設や管路の耐震化

　平成９年度から、地震に弱いとされている「石

綿セメント管」を、災害に強い最新型の「ダクタ

イル鋳鉄管」へ布設替えしています。石綿セメン

ト管は平成20年度末で27km残存しており、平成

22年度までにすべて更新する予定としています。

◎連絡管の整備

　災害時にも安定した飲料水の供給確保を図るた

め、単独水系である東和地域、津山町横山地域と

保呂羽水系との配水管をつなぎます。

◎給水対策

　水道管の破損や断水に備えて、加圧式給水車2

台、給水タンク8基、飲料水用ポリ容器100個、飲

料水用ポリ袋4000枚を備蓄しており、災害時に

は各総合支所で応急給水できるよう準備していま

す。

◎プールの水などを飲料水に

　学校のプールの水などを飲料水に変えて、応急

的に供給できる緊急時用飲料水製造装置を2台保

有しています。

◎保呂羽水◎保呂羽水系系

◎東和水◎東和水系系

◎津山水◎津山水系系
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ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
含
む
登
米
市
医
療
の
改
善
内

容
に
つ
い
て
、
病
院
事
業
等
運
営
協
議
会

登
米
市
「
病
院
改
革
」
の

進
行
状
況

　
病
院
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
経
営
効
率
化

の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
項
目
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
○
入
院
基
本
料
の
見
直
し

　
○
未
収
金
の
徴
収

　
○
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
化

　
○
医
学
生
奨
学
金
制
度
に
よ
る
貸
付

　
○
病
床
の
削
減

　
○
定
員
管
理

　
○
訪
問
看
護
の
充
実

　
○
不
良
債
務
の
解
消

　
病
院
事
業
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
指
標
と
数
値

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

対
す
る
平
成
　
年
度
の
各
実
績
は【
表
１
・

２０

表
２
】
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
ほ
か
の
病

院
、
診
療
所
お
よ
び
介
護
施
設
と
の
連
携

や
経
営
形
態
の
見
直
し
、
病
床
数
な
ど
の

検
討
を
取
り
組
み
項
目
と
し
て
あ
げ
て
い

地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
のののののののののの
現現現現現現現現現現
状状状状状状状状状状

地
域
医
療
の
 現
  状
 

い
 
ま

隔
月
連
載
　
第
３
回

比較H２０実績H２０目標項　目

▲9,331131,221140,552全体

入院
▲4,41176,99381,404佐沼病院

▲25415,35415,608米谷病院

▲3,21327,96731,180豊里病院

▲1,45310,90712,360よねやま病院

▲1,653327,407329,060全体

外来

784127,616126,832佐沼病院

▲23738,95939,196米谷病院

81877,35476,536豊里病院

▲1,38337,73739,120よねやま病院

▲1,81937,28939,108登米診療所

3204,8404,520上沼診療所

▲1363,6123,748津山診療所

1,02918,36517,336全体訪問看護

【表２】　平成２０年度患者数の数値目標と実績（単位：人）

か
ら
、
評
価
や
改
善
に
つ
い
て
の
事
項
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
の

２０

「
病
院
改
革
」
へ
の
評
価


経
営
の
効
率
化
に
つ
い
て

・
各
病
院
が
経
営
の
効
率
化
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
平
成
　
年
度
決
算
は
、
改
革

２０

プ
ラ
ン
で
見
込
ん
で
い
た
赤
字
よ
り
も
少

な
い
　
億
７
千
万
円
の
赤
字
で
あ
っ
た

１２

【
表
３
】。
ま
た
、
数
値
目
標
を
設
定
し
た

経
常
収
支
比
率
、
医
業
収
支
比
率
お
よ
び

訪
問
看
護
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
目
標
が

達
成
さ
れ
て
い
る
。

・
全
体
的
に
入
院
・
外
来
の
患
者
数
が
減

少
し
、
医
業
収
益
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
状

況
に
あ
る
。
患
者
数
の
減
少
は
、
医
師
の

退
職
以
外
に
も
原
因
が
あ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
る
の
で
、
詳
し
い
分
析
を
行
い
、
早

急
に
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。


再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て

・
市
立
病
院
、
診
療
所
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

比較H２０実績H２０目標項　目

2.285.182.9経常収支比率

2.182.480.3医業収支比率

0.466.766.3職員給与費対医業収益比率

▲4.070.374.3佐沼病院

病床利用率

▲1.585.887.3米谷病院

▲11.770.482.1豊里病院

▲7.556.463.9よねやま病院

▲2.493.595.9豊里（療養）

【表１】　財務内容改善に係る数値目標と実績（単位：％）

ク
化
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
そ
の
取
り

組
み
状
況
や
効
果
が
ま

だ
見
え
て
こ
な
い
。
ま

た
、
市
民
の
理
解
も
不

足
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。


経
営
形
態
な
ど
の
見

直
し
に
つ
い
て

・
平
成
　
年
度
か
ら
地

２０

方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
に
移
行
し
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
が
、
そ

の
効
果
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
職
員
の
意
識

改
革
と
目
標
達
成
へ
の

意
欲
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
早

急
に
対
応
策
を
検
討
・

実
行
し
て
い
く
組
織
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
病
院
事
業
は
、
平
成
　
年
　
月
に
「
登
米
市
立
病
院
改
革
プ

２０

１２

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
進
行

状
況
は
、
有
識
者
や
住
民
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
病
院
事
業
等

運
営
協
議
会
で
評
価
し
て
お
り
、
今
月
号
で
は
、
評
価
さ
れ
た

平
成
　
年
度
の
改
善
状
況
や
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２０
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【
総
合
的
所
見
】

「
出
産
が
で
き
な
い
」「
子
ど
も
が
入
院
で

き
な
い
」「
救
急
患
者
の
対
応
が
不
十
分
」

な
ど
を
判
断
す
る
と
、
病
院
事
業
が
市
民

の
期
待
す
る
医
療
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
医
師
不
足

の
現
状
か
ら
、
現
在
の
医
療
資
源
・
医
療

機
能
に
見
合
っ
た
体
制
で
、
い
か
に
効
率

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
連
携
や
機
能

分
担
を
図
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

※
病
院
事
業
等
運
営
協
議
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
評
価
内
容
に
つ
い
て
は
、
要
約
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
登
米
市
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
お
よ
び
評
価
の
詳
細
は
、
登
米
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

よ
り
良
い
医
療
環
境
を

目
指
し
評
価
指
標
を
改
善

　
医
療
局
で
は
今
後
、
今
回
の
病
院
事
業

等
運
営
協
議
会
で
の
評
価
と
改
善
事
項
を

ふ
ま
え
、
目
標
未
達
成
な
案
件
に
つ
い
て

は
、
原
因
究
明
や
詳
細
な
分
析
を
行
い
、

指
標
の
見
直
し
・
目
標
値
の
設
定
に
つ
な

げ
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
案
件
に
つ
い

て
も
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
受
診
・
治
療
で
き
る
登
米
市
の
地
域

医
療
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
医
療
局
医
療
管
理
課
　
企
画
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
０
３
０

２１

　
市
内
に
は
、
市
民
の

『
か
か
り
つ
け
医
』と
し

て
地
域
の
医
療
を
支
え
、

医
療
の
現
場
で
活
躍
し

て
い
る
医
師
が
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

皆
さ
ん
に
、
か
か
り
つ

け
医
の
重
要
性
や
、
地

域
医
療
に
携
わ
る
医
師

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
」
と

し
て
の
取
り
組
み

おおおおおおおおおお医医医医医医医医医医者者者者者者者者者者ささささささささささんんんんんんんんんん
とめしの

No１

大坂 國  通 医師
くに みち

登米市医師会会長

大
坂
医
院
（
中
田
）

　
い
ま
、「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、
患
者
さ
ん
の
病
気

だ
け
で
な
く
、
健
康
相
談
や
健
康
管
理
、

生
活
状
況
に
も
気
を
掛
け
な
が
ら
診
察
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
こ
の
地
域
の
性
格
上
、
高

齢
者
が
多
く
、
通
院
す
る
の
が
困
難
な
人

が
多
い
の
で
、
な
る
べ
く
当
院
１
カ
所
で

診
療
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
る
と
と
も
に
、

婦
人
科
、
眼
科
な
ど
当
院
で
診
察
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
に
は
、
そ
の
都

度
、
他
の
専
門
科
も
受
診
す
る
よ
う
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド
で
の
生
活

が
長
い
人
に
は
、
往
診
に
よ
る
在
宅
診
療

や
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
代

表
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
の
人
に
つ
い
て
は
、

会
社
や
市
で
行
っ
た
健
診
結
果
を
見
な
が

ら
、
患
者
さ
ん
の
治
療
に
対
す
る
意
欲
が

わ
く
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
患
者
さ
ん
は
、
内
科
系
の
疾

患
で
あ
っ
て
も
、
腰
痛
や
膝
な
ど
関
節
痛

を
伴
う
人
が
多
い
た
め
、
当
院
で
は
身
体

的
な
老
化
は
当
然
の
も
の
と
し
て
、
生
活

の
質
を
上
げ
る
た
め
、
各
所
の
痛
み
を
少

し
で
も
緩
和
し
、「
い
く
ら
か
で
も
日
常

生
活
が
楽
に
お
く
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
、

患
者
さ
ん
の
生
活
や
気
持
ち
に
寄
り
添
う

姿
勢
で
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住所：中田町石森字駒牽240－1
電話：0220（34）6625
診療科：内科、胃腸科、外科、肛門科、皮膚科
診療時間：午前 9:00 ～ 12:30　
　　　　　午後 3:00 ～ ５:00
休診日：日曜日、祝祭日、土曜日午後
※臨時休診もありますので、事前に電話で確認
　してください。
◎血圧脈波検査（血管年齢を測る）装置あり

【問い合わせ】　市民生活部　地域包括医療推進室
　　　　　　緯0220（58）2118

大坂医院データ

比較決算額計画額項　目

▲1266,6696,794医業収益
収
入

4553550医業外収益

▲1227,2227,344経常収益　　　

▲3678,0948,461医業費用

支
出

▲584,4504,508　職員給与費

▲25616811,936　材料費

▲651,5501,615　経費

8396388　減価償却費

31714　その他

2396395医業外費用

▲3658,4918,856経常費用　　　

243▲1,269▲1,512 経常損益　－　   

0▲4▲4 特別損益　　　　　  

243▲1,273▲1,516 純損益　　＋  　 

▲24310,00710,250 累積欠損金

321,2751,243 流動資産　                

▲2282,1402,367 流動負債　                

▲2608641,124 不良債務　－

【表３】平成２０年度　病院事業の収支計画と決算の状況（単位：百万円）

※四捨五入により百万円単位で表示しているため、計数が符合しない
　部分があります。
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【日時】１１月２２日（日）午前９時から午後３時３０分まで
【場所】迫体育館

【出演団体】

▼舘神楽「鞍馬破り」　 ▼ 長下田神楽「牛若丸・金売り吉次兄弟、鏡ヶ宿の場」　 ▼巻おいとこ踊　 ▼小島願人踊

▼畑岡神楽「義経・重忠と対面の場」　 ▼嵯峨立神楽「朝見ずの里」　 ▼ 芦倉獅子舞　 ▼大網おいとこ踊

▼飯土井神楽「湊川の戦い」　 ▼浅部法印神楽「笹結」　 ▼ 嵯峨立甚句　 ▼佐沼鹿踊　 ▼森邑おいとこ踊　

▼ 細野神楽「敦盛・玉織姫別れの場」　 ▼加賀野神楽「一の谷合戦・敦盛首打ちの場」　 ▼ 岡谷地神楽「屋島合戦」

▼ 赤谷神楽「屋島合戦」　 ▼ 本宮神楽「弁慶・安宅の関」

【入場料】１０００円（登米祝祭劇場で販売）

【問い合わせ】登米市民俗芸能協会事務局（千葉）　緯0220（３４）6748

第５回登米市民俗芸能大会
　市内に伝わる民俗芸能１８団体が一堂に集い、神楽やお 囃  子 など、各団体が

はや し

伝承している素晴らしい民俗芸能が披露される「第５回登米市民俗芸能大会」

が、下記により開催されます。

　本年は源義経生誕８５０年にあたり、南部神楽団体による「義経物語」が中

心に演じられます。市民の皆さんのご来場をお待ちしています。

昨年の大会の様子
【登米町岡谷地神楽】

　市内で発生するし尿や浄化槽・農業集落排水汚泥の処理施設として、リサイクル施設を兼ね備えた複合施設の名称、

ならびに浄化の際に発生する汚泥を使った炭化肥料の名称を、広報とめ８月号で募集したところ、汚泥再生共同処理

センター５８点、炭化肥料６３点の名称応募があり、厳正に１次選考および２次選考を行った結果、つぎのとおり賞が決

定しましたのでお知らせします。

汚泥再生共同処理センター
ならびに炭化肥料の
名前が決まりました

皆さんに親しまれる、施設・肥料を目指して

【最優秀賞】（採用作品）

　エコランドとめ　　  田村  　 
とし

 郎  さん（東和）
ろう

【優秀賞】

　美土里（みどり）　　 　秋山  忠  さん（迫）
ただし

　アイリスプラザ　　　   岩渕  伸  一  さん（東和)
しん いち

※最優秀賞の２点につきましては、平成２２年４月に予定しているオープン時より使用予定です。

　また、採用作品については登米市ホームページにも掲載しています。

汚泥再生共同処理センター

【最優秀賞】（採用作品）

　タンピ(炭肥)くん　　菅　  信  子  さん（迫）
のぶ こ

【優秀賞】

　エコ大地くん　　　　　三浦  恒  志  さん（中田）
こう し

　とめバイオ炭肥　　　　熊谷  茂  さん（中田）　
しげる

炭化肥料

　現在販売しているおでい肥料「ゆうき」について、在庫切れなどにより、お客様の購入

希望に添えないという事態が発生しています。

　そこで、おでい肥料を多くの人に公平に利用してもらうため、その日ごとの在庫状況に

よって販売袋数の制限を行う場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。

　なお、おでい肥料を購入希望の場合は、事前に下記問い合せ先へ確認してください。

【問い合わせ】　環境事業所衛生センター　管理係　緯０２２０（５８）２２５４

おでい肥料「ゆうき」販売についてお知らせ
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市
民
と
の
対
話
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
と
し
て
、
市
民
協
働

に
つ
い
て
市
民
の
関
心
と
理
解
を

さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

ル
ー
ル
づ
く
り
（
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
）
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

宮
城
大
学
前
副
学
長
の
山
田
 晴
  義
 

は
る
 よ
し

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
の
基
調
講

演
の
ほ
か
、
市
内
の
協
働
活
動
の

実
践
者
や
「
柴
田
町
住
民
自
治
基

本
条
例
を
つ
く
る
会
」
の
代
表
者

に
よ
る
事
例
発
表
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
市

民
や
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
、
N
P
O
、
市
な
ど
の
多
様
な

団
体
が
、
役
割
と
責
任
を
と
も
に

担
い
、
考
え
、
行
動
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
情

報
発
信
し
て
い
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
登
米
市

に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

１５

　
午
後
１
時
　
分
開
会

３０

【
場
所
】　

　
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】　

◇
基
調
講
演

　「
市
民
が
つ
く
る
市
民
の
た
め

　
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」　

　
講
師
　
山
田
晴
義
さ
ん

　（
宮
城
大
学
前
副
学
長
）

◇
ま
ち
づ
く
り
対
談

　「
み
ん
な
で
考
え
実
践
す
る
　

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
市
長
と
山
田
講
師
と
の
対
談

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

　「
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く

　
り
の
ル
ー
ル
」

◇
子
ど
も
た
ち
が
考
え
る
登
米
市

　
の
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
式
お
よ
び
発
表

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
清
水
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

興
同
時
開
催

□
男
女
共
同
参
画
の
課
題
に
つ
い

　
て
考
え
る
研
修
会
　
～
女
性
の

　
生
涯
の
健
康
と
Ｄ
Ｖ
問
題
～

【
開
催
時
間
】　
　
時
開
会

１０

　
講
師
　
ハ
ー
テ
ィ
仙
台
代
表

　
八
幡
 悦
  子
 さ
ん

え
つ
 
こ

【
定
員
】　
　
人
　

５０

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

□
N
P
O
地
域
連
携
交
流
会

□
地
域
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

　
座

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
男
女
共
同
参
画
」
を
進
め
る
た

め
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
来
月
に
開
催
さ
れ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
内
容
や
男
女
共
同
参
画
条
例
策
定
委
員
会
、
意

見
交
換
会
の
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分分
ららららららららららら
ししししししししししし
くくくくくくくくくくく
登登登登登登登登登登
米米米米米米米米米米
登
米
ららららららららららら
ししししししししししし
くくくくくくくくくくく

男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女
ががががががががががが
輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝
くくくくくくくくくくく
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりり

　
ひ
　
　
と

連
載
　
第
4
回

男
女
共
同
参
画
条
例
策
定
に

向
け
て
の
「
第
１
歩
」

昨年のフォーラム講演会の様子

に
責
任
を
担
い
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

（
仮
称
）
登
米
市
男
女
共
同
参
画
条

例
を
制
定
す
る
た
め
、
１
回
目
の

条
例
策
定
委
員
会
が
９
月
　
日
、

２４

市
役
所
迫
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
委
嘱
状
交

付
の
後
、
委
員
で
あ
る
宮
城
学
院

女
子
大
学
の
浅
野
 富
  美
  枝
 教
授
か

ふ
 
み
 
え

ら
「（
仮
称
）
登
米
市
男
女
共
同
参

画
条
例
制
定
の
必
要
性
」
と
題
し
、

条
例
制
定
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

背
景
や
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

登
米
市
ら
し
い
条
例
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
策
定
委
員
会
の
委
員
長

に
浅
野
教
授
、
副
委
員
長
に
は
清

水
 健
 さ
ん
（
中
田
）
が
選
任
さ
れ
、

た
け
し

条
例
の
制
定
に
向
け
て
今
後
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
年
代
や
病
気
、
障
害
の
有
無
な

ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
一

人
一
人
が
希
望
す
る
活
動
を
選
択

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
、
よ
り
よ
く
暮
ら
す
た

め
の
意
見
交
換
会
が
９
月
　
日
、

２７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
わ
ら
い
の
館
四
季
」

と
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
、
参
加
者
の
意

見
を
よ
り
多
く
引
き
出
す
た
め
、

意
見
を

述

べ
合

う
「
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
」
で
行
わ
れ
、「
ま

ち
づ
く
り
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

夢
工
房
」
の
足
立
 千
  佳
  子
 さ
ん
を

ち
 
か
 
こ

講
師
と
し
て
問
題
解
決
へ
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

問題点について改善策を話し合う参加者

条
例
制
定
に
か
か
る
問
題
点
や

改
善
策
に
つ
い
て
話
し
合
う

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

「力を合わせよりよい条例を」と述べる清水さん

　
す
べ
て
の
市
民
が
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
男
性
も
女
性
も
と
も
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登米市中学校新人総合体育大会
■開催日　9月２６日(土)～２７日(日)　■会　場　石越球場ほか

【団体の部】

◎野球 葛第１位＝南方中葛第２位＝新田中葛第３位＝佐沼中、中田中
◎ソフトボール

【男子】葛第１位＝佐沼中　【女子】葛第１位＝東和中葛第２位＝南方中葛第３位＝米山中、中田中
◎バレーボール

【男子】葛第１位＝津山中　【女子】葛第１位＝津山中葛第２位＝登米中葛第３位＝佐沼中、東和中
◎バスケットボール

【男子】葛第１位＝米山中葛第２位＝石越中葛第３位＝登米中　【女子】葛第１位＝登米中葛第２位＝米山中葛第３位＝石越中
◎ソフトテニス

【男子】葛第１位＝佐沼中葛第２位＝豊里中葛第３位＝新田中、南方中
【女子】葛第１位＝佐沼中葛第２位＝豊里中葛第３位＝新田中、南方中
◎卓球

【男子】葛第１位＝南方中葛第２位＝米山中葛第３位＝豊里中　【女子】葛第１位＝中田中葛第２位＝南方中
◎サッカー 葛第１位＝南方中葛第２位＝登米中葛第３位＝佐沼中
◎バドミントン

【男子】葛第１位＝中田中葛第２位＝米山中　【女子】葛第１位＝南方中葛第２位＝登米中葛第３位＝中田中
◎柔道

【男子】葛第１位＝佐沼中葛第２位＝米山中葛第３位＝中田中　【女子】葛第１位＝石越中
◎剣道

【男子】葛第１位＝佐沼中葛第２位＝南方中葛第３位＝津山中、米山中　【女子】葛第１位＝新田中葛第２位＝登米中葛第３位＝津山中
【個人の部】

◎ソフトテニス

【男子】葛第１位＝三浦翼・及川一樹（中田中）葛第２位＝内田拓也・佐々木拓海（佐沼中）
　　　葛第３位＝小山将大・佐藤文人（東和中）、佐々木豊・三浦拓海（中田中）
【女子】葛第１位＝石川茜・千葉瑞穂（東和中）葛第２位＝沼倉佳那・熊谷緒里枝（中田中）
　　　葛第３位＝榊原理央・小野寺佳奈（中田中）、宍戸郁佐奈・菊地麻里奈（中田中）
◎卓球シングルス

【男子】葛第１位＝千葉真（東和中）葛第２位＝白石凛（豊里中）葛第３位＝細浦樹（南方中）、豊澤慶之（米山中）　
【女子】葛第１位＝及川悠莉（南方中）葛第２位＝門脇実菜美（南方中）葛第３位＝細浦つくし（南方中）、千葉まりの（南方中）
◎バドミントンシングルス

【男子】葛第１位＝篠原遼（米山中）葛第２位＝岩渕宗光（米山中）葛第３位＝藤井優樹（佐沼中）、泉優斗（米山中）
【女子】葛第１位＝佐藤菜緒（東和中）葛第２位＝佐藤遥香（南方中）葛第３位＝中野由梨（登米中）、菅原実穂（南方中）
◎バドミントンダブルス

【男子】葛第１位＝大場涼矢・佐々木讓太（米山中）葛第２位＝小竹恭平・伊藤博斗（米山中）
　　　葛第３位＝福田愛斗・遠西海斗（米山中）、千葉颯一朗・但野萌（米山中）
【女子】葛第１位＝藤欠菜々花・菅原奈緒（南方中）葛第２位＝永浦京香・佐藤愛珠（南方中）
　　　葛第３位＝佐藤瑠衣・遊佐澪（佐沼中）、小白日向・千葉穂香（登米中）
◎柔道男子

５５㎏以下級葛第１位＝鈴木功太（佐沼中）葛第２位＝伊藤圭汰（佐沼中）葛第３位＝渡邊謙（南方中）
６６㎏以下級葛第１位＝髙田優太郎（佐沼中）葛第２位＝小野寺孝輝（石越中）葛第３位＝千葉翔（米山中）
８１㎏以下級葛第１位＝及川徹也（米山中）葛第２位＝千葉士（米山中）葛第３位＝伊邉直斗（佐沼中）
８１㎏超級葛第１位＝佐藤和樹（佐沼中）葛第２位＝阿部敏也（佐沼中）葛第３位＝武川秀俊（南方中）
◎柔道女子

無差別級葛第１位＝稲邉千洋（石越中）葛第２位＝工藤舞（石越中）
◎剣道

【１年男子】葛第１位＝三浦祐哉（佐沼中）葛第２位＝細浦大志（佐沼中）葛第３位＝関泰作（東和中）、猪又龍人（東和中）
【２年男子】葛第１位＝菅原卓俊（佐沼中）葛第２位＝千葉康太郎（佐沼中）葛第３位＝大山真央（佐沼中）、小野寺敦（佐沼中）
【１年女子】葛第１位＝佐々木いく（津山中）葛第２位＝菊地蓮（津山中）葛第３位＝佐藤杏奈（津山中）、佐々木明日香（佐沼中）
【２年女子】葛第１位＝八嶋千尋（登米中）葛第２位＝堺すみれ（新田中）葛第３位＝梁川明日香（登米中）、清野夏希（登米中）

登米市中学校新人総合体育大会陸上競技大会
■開催日　１０月１３日(火)　■会　場　栗原市築館陸上競技場

 スポーツ＆各種入賞情報
紙面のスペースの問題などから、主に全国・

県大会などで優秀な成績を残した個人・団

体や、市主催の大会などの結果のみを掲載

しています。ご了承願います。（敬称略）

◎１００

【１年男子】葛第１位＝小泉拓夢（米山中）葛第２位＝渡邊壮（佐沼中）葛第３位＝佐藤佳基（南方中）
【２年男子】葛第１位＝及川大空（中田中）葛第２位＝菅原克（中田中）葛第３位＝工藤功嗣（石越中）
【１年女子】葛第１位＝瀬渕怜奈（佐沼中）葛第２位＝赤坂未来（佐沼中）葛第３位＝西條成美（米山中）
【２年女子】葛第１位＝髙嶋萌未（米山中）葛第２位＝青木沙耶香（米山中）葛第３位＝萩原礼奈子（佐沼中）
◎２００

【男子】葛第１位＝二階堂裕（石越中）葛第２位＝布施孝洋（佐沼中）葛第３位＝大瀧達也（米山中）
【女子】葛第１位＝髙嶋萌未（米山中）葛第２位＝青木沙耶香（米山中）葛第３位＝萩原礼奈子（佐沼中）



13 Nov.2009

平
成
　
年
度

２１

歯
つ
ら
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
・
８
０
２
０

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
■
開
催
日
　
　
月
３
日
（
土
）

１０

　
■
会
　
場
　
宮
城
県
歯
科
医
師
会
館

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
】

　
最
優
秀
賞

　
　
加
藤
和
昭
・
智
子
・
航
大
・
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全
国
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催
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日
（
火
）
～

２８

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
　
日
（
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２０

　
■
会
　
場
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ー
男
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】

　
第
２
位
　
佐
々
木
那
王
（
東
和
）

◎４００葛第１位＝布施孝洋（佐沼中）葛第２位＝高橋大介（石越中）葛第３位＝二階堂裕（石越中）
◎８００

【男子】葛第１位＝春日龍馬（中田中）葛第２位＝石川樹（新田中）葛第３位＝佐藤裕太（豊里中）
【女子】葛第１位＝中野由梨（登米中）葛第２位＝新田和佳奈（新田中）葛第３位＝大場友里恵（新田中）
◎１５００

【男子】葛第１位＝小野寺輝（石越中）葛第２位＝春日龍馬（中田中）葛第３位＝工藤翔（東和中）
【女子】葛第１位＝須藤南（登米中）葛第２位＝鮎澤みずき（米山中）葛第３位＝佐久間麻莉江（米山中）
◎３０００葛第１位＝伊藤大夢（南方中）葛第２位＝石川樹（新田中）葛第３位＝西條優希（米山中）
◎１１０ハードル葛第１位＝及川大空（中田中）葛第２位＝加藤周一朗（米山中）葛第３位＝岩渕宗光（米山中）
◎１００ハードル葛第１位＝相澤千夏（米山中）葛第２位＝高橋恵（新田中）葛第３位＝柴田美鈴（米山中）
◎４００リレー

【男子】葛第１位＝中田中葛第２位＝石越中葛第３位＝米山中　【女子】葛第１位＝米山中葛第２位＝佐沼中葛第３位＝新田中
◎走り高跳び

【男子】葛第１位＝上野大河（石越中）葛第２位＝織田和真（中田中）葛第３位＝滝島和洋（南方中）
【女子】葛第１位＝佐藤和（米山中）葛第２位＝三浦菜津子（津山中）葛第３位＝千葉京香（登米中）
◎棒高跳び葛第１位＝小泉拓夢（米山中）葛第２位＝渡邊壮（佐沼中）葛第３位＝森皓樹（中田中）
◎走り幅跳び

【男子】葛第１位＝菅原克（中田中）葛第２位＝小野寺一貴（南方中）葛第３位＝佐々木哲也（東和中）
【女子】葛第１位＝岸浪拓美（豊里中）葛第２位＝瀬渕怜奈（佐沼中）葛第３位＝杉井悠乃（津山中）
◎砲丸投げ

【男子】葛第１位＝佐々木法道（中田中）葛第２位＝大野稔宏（登米中）葛第３位＝伊藤皐太郎（佐沼中）
【女子】葛第１位＝髙橋日和（新田中）葛第２位＝阿部瑞穂（南方中）葛第３位＝佐藤優美（登米中）
◎四種競技

【男子】葛第１位＝松浦洋介（南方中）葛第２位＝千葉柊人（中田中）葛第３位＝佐々木綱（佐沼中）
【女子】葛第１位＝三浦千歩（新田中）葛第２位＝千葉はずき（石越中）葛第３位＝熊谷佳奈（佐沼中）

　食で町おこしをする団体が集まり、地元で愛される「ご当地Ｂ級グルメ」の

王座を、来場者の審査によって競う第４回「Ｂ－１グランプリinYOKOTE」が

９月１９日、２０日の両日、秋田県横手市で開催されました。両日とも天気に恵ま

れ、会場には約２６万人のＢ級グルメファンが詰め掛け、初日からどの店舗にも

長蛇の列や早々に品物が売り切れる店舗が続出しました。

　初出場となった油麩丼は、入賞こそ逃したものの「秋田魁新報社特別賞」を

受賞。2日間で延べ4,000食を売り上げ、大いに登米市を全国にPRしました。

登米市のご当地料理「油 麩 丼」B－１グランプリ出場
ふ

初参加となったB－１グランプリ
登米市スタッフの皆さん
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ファミリーの部で最優秀賞を受賞した
加藤さんファミリー（右）と渡邊さんファミリー（左）
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被
災
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域
内
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電
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番
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入
力
し
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メ
ッ
セ
ー
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音
声
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よ
り
録
音
・
再
生
す
る
サ
ー
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で
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否
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認
や
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れ
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利
用
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は
「
１
７
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」
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イ
ヤ
ル
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ

て
操
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る
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N
T
T
東
日
本
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は
、
毎
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1

日
に
サ
ー
ビ
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の
利
用
体
験
が
で

き
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す
。
あ
ら
か
じ
め
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利

用
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法
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実
際
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確
認
し
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日
ご

ろ
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ら
「
１
７
１
」
の
活
用
に
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い
て
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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⑭
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て
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  ７
  １
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

11月 22日（日）
規制時間

と　　き

午前９時 ２0分～正午

交  通  規  制  のお知らせ
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ま
た
一
つ
市
に
文
化
拠
点
が
誕
生

　
  　
　
　
　
　
　
　
髙
倉
勝
子
美
術
館
「
桜
小
路
」
開
館

　
登
米
町
出
身
の
日
本
画
家
髙
倉

勝
子
さ
ん
の
作
品
を
展
示
す
る

「
髙
倉
勝
子
美
術
館
『
桜
小
路
』」

が
完
成
し
、　

月
４
日
に
オ
ー
プ

１０

ン
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
関
係
者
ら
約
　
人
が

８０

参
加
し
て
行
わ
れ
、
市
長
は
「
市

民
が
集
い
、
親
し
む
芸
術
拠
点
と

し
て
活
用
し
、
地
域
の
交
流
の
和

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
髙
倉
さ
ん
は
「
生
ま
れ
故
郷

で
あ
る
、
登
米
町
に
美
術
館
を
開

関係者によってテープカットが行われました

館
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
命
あ
る

限
り
描
き
続
け
、
祖
先
が
眠
る
古

里
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
寄
贈
に
関
し

て
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
髙
倉
さ
ん
や
関
係
者

ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
美
術
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
同
館
は
、
教
育
資
料
館
や
警
察

資
料
館
な
ど
明
治
時
代
の
建
物
が

並
ぶ
「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」
の
一

角
に
建
て
ら
れ
、
周
囲
の
景
観
に

合
わ
せ
た
蔵
造
り
風
の
外
観
で
、

常
設
展
示
室
と
収
蔵
庫
、
文
化
活

動
な
ど
に
利
用
す
る
多
目
的
室
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
は
自
ら
の
被
爆
体
験
を

描
い
た
「
原
爆
の
図
」
３
部
作
な

ど
を
は
じ
め
、　

点
の
作
品
が
常

５４

設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
開
館
に
先
立
ち
、

と
よ
ま
秋
祭
り
の
開
催
に
合
わ
せ

９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、
見
学

１９

３０

料
無
料
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

オープン式典であいさつをする髙倉さん

館内には絵本の原画なども展示されています

登米市の自然
環境を守ろう

第１期登米市
環境教育リーダー育成講座

　
地
域
や
職
場
で
、
環
境
学
習
活

動
や
環
境
保
全
活
動
を
率
先
し
て

行
う
た
め
、
そ
の
知
識
や
方
法
を

専
門
家
か
ら
学
び
、
実
践
で
き
る

環
境
教
育
指
導
者
（
リ
ー
ダ
ー
）

を
育
成
す
る
た
め
「
平
成
　
年
度

２１

第
１
期
登
米
市
環
境
教
育
リ
ー

ダ
ー
育
成
講
座
」
が
９
月
　
日
、

２９

市
役
所
南
方
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
助
成
を
受
け
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
第
１
回
講
座
で
は
講
座
全
体

に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
環
境
課
職
員
に
よ
る
「
登
米

市
環
境
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
の

説
明
、「
環
境
教
育
っ
て
な
に
？
」

と
題
し
た
宮
城
教
育
大
学
附
属
環

境
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
の
村

宮城教育大学村松教授による環境教育についての講話

松
教
授
に
よ
る
環
境
教
育

に
つ
い
て
の
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
は
、
夜
間
の
講

座
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域

で
環
境
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
多
く
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
講
座
は
全
７
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
て
、
今
後
、

１
月
の
閉
講
式
ま
で
に
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見

学
や
平
筒
沼
い
こ
い
の
森

自
然
観
察
会
、
グ
ル
ー
プ

研
究
な
ど
の
ほ
か
、
地
球

温
暖
化
対
策
、
水
質
の
調

査
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
ま
す
。

さ
く
ら
 こ
 う
 じ
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲金管バンドの音楽とともに地域住民に交通安全を呼び掛けました

▲地震発生後の救援救助活動の様子や方法などについて学ぶ参加者

▲児童の連れ去り事件を防止するため、本番さながらに行われた訓練

石越地区防犯訓練（市石越防犯協会主催）が１０月１１

日、石越公民館を会場に行われ、関係者など約１００人

が参加しました。訓練は、小学生が下校途中に不審

者に連れ去られそうになっているところを市防犯指

導隊が発見し、児童の保護と１１０番通報を行うとい

う内容で行われ、地区防犯指導隊員の気迫のある声

が会場に響きました。訓練後には、公民館ホールで、

佐沼警察署生活安全課長を講師に招き、振り込め詐

欺についての講話が行われ、参加者は振り込め詐欺

の現状や対応策について熱心に聞き入っていました。

地域の安全・安心のために
石越地区防犯協会防犯訓練

高齢者の交通事故防止と飲酒運転の根絶などの交通

安全を願い9月25日、市立米岡小学校児童らによる

秋の交通安全パレードが開催されました。パレード

には米岡小学校の金管バンド、交通少年団のほか、

佐沼地区交通安全協会、米山町交通安全母の会、米

岡小学校PTAの皆さんが参加し、総勢１２０人が演奏

に合わせ西野地区約1.5を行進しました。隊列は、

警察車両や交通指導隊に先導されながら、沿道に訪

れた多くの地域住民へ交通安全の徹底を呼び掛けて

いました。

交
米岡小学校児童が交通安全を呼び掛け

市婦人防火クラブ研修会が１０月１８日、豊里多目的研

修センターで市内各支部から約１２０人が参加して開

催されました。今年は栗原市消防本部職員と同市婦

人防火クラブ会長を講師に招き、昨年６月に発生し

た「岩手・宮城内陸地震」での活動についての講話

が行われ、参加者は地震による災害や救援救助活動

の様子など、実際の映像をとおしての講話に熱心に

耳を傾け、地震の怖さと、今後発生が予想される宮

城県沖地震に対する備えの大切さをあらためて実感

した研修会となりました。

宮城県沖地震に備える
豊里で市婦人防火クラブ研修会開催

通安全を願い金管パレード
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▲職人の手さばきに驚きながらも、おいしいお寿司を楽しみました

例年行われている「登米市みなみかた花菖蒲の郷写

真コンクール」。今年は「モデルの部」と「風景の

部」の２部門に、市内をはじめ遠くは青森県や新潟

県から、総勢７４人・１８４点の作品が寄せられました。

厳正な審査の結果、入選作品が決定し9月27日、み

なみかた花菖蒲の郷公園内レストラン「牛トピア」

において表彰式が行われました。当日は入選された

１３人が出席し、展示された作品の前で表彰状が手渡

されました。入選作品は来年９月までレストラン

「牛トピア」のロビーに展示されています。

思考を凝らした写真が一堂に

みなみかた花菖蒲の郷写真コンクール表彰式

おたのしみ食育学習が９月３０日、市立宝江小学校内

の児童クラブ室で開催されました。この事業は、伝

統的な職人技に触れることで食への興味や関心を持

ち、食に対する感謝の気持ちをはぐくむことを目的

に開催されました。当日は手作りののれんが掛けら

れ、寿司屋のカウンターのようになったクラブ室で、

地元の寿司屋の榊原さんが馴れた手つきで次々と寿

司を握り、子どもたちに振る舞いました。また、の

り巻作り体験も行われ、参加した子どもは「大きく

なったら寿司屋になりたい」と話していました。

▲柳津小１・２年生の児童による劇「ねずみの嫁入り」の披露

柳津、横山の両小学校で１０月１７日学芸会が開催され

ました。両校では「輝け！感動と協力、みんなでつ

くる学芸会（柳津小）」、「横山っ子の舞台に７７の花を

咲かせよう（横山小）」をテーマに各学年の児童たち

が、これまで練習してきた劇や合唱などを披露しま

した。また両校とも「伝統芸能発表」として、つや

ま打 囃  子 （柳津）、火伏せの獅子舞（横山）など、地
ばや し

域に伝わる伝統芸能を披露しました。各校の体育館

とも、大勢の保護者が訪れ、一生懸命に演技する児

童たちの姿に、大きな拍手を送っていました。

目の前で握られた寿司を堪能
中田でおたのしみ食育学習

▲素晴らしい写真を撮影した皆さんに賞状と記念品が渡されました

年間の練習の成果を発揮！
津山柳津・横山小学校で学芸会開催

１



Tome 18

▲死亡事故ゼロ1000日達成に尽力いただいた各団体代表者の皆さん

▲全国の祭りが集う会場で、とよま囃子を披露する保存会の皆さん

第１７回地域伝統芸能全国フェスティバル「日本のま

つり・２００９鳥取」（（財）地域伝統芸能活用センター

ほか主催）の記念式典が１０月１１日、とりぎん文化会

館（鳥取市）で開かれ、「地域伝統芸能活用賞」を受

賞しました。式では登米秋まつり協賛会の中澤 弘 
ひろし

会長が、同センター名誉総裁の 高 
たか

 円 
まどの

 宮  妃  久  子 さまか
みや ひ ひさ こ

ら記念メダルと賞状を授与された後、受賞５団体が

公演。とよま囃子保存会のメンバー１９人が、登米秋

まつりを紹介する映像をバックに、お 囃  子 を披露す
はや し

ると会場からは、大きな拍手が送られました。

登米秋まつりが活用賞を受賞
日本のまつり・２００９鳥取

永禄７年（１５６４）に始まったとされる「綱木之里大

名行列」が９月２０日、東和町米川地区で行われまし

た。八幡神社で祈祷を済ませた大名行列の一行はホ

ラ貝と花火を合図に、午前１１時に神社を出発。はか

ま姿の露払いを先頭に、騎馬先陣、道中奉公、毛槍

をもったやっこ、天狗と獅子、おみこし担ぎ、稚児

行列の総勢約１００人の行列が市街地を練り歩きまし

た。また途中、威勢よく毛槍を相手方に投げ渡す

「お取り替え」が行われると、沿道に集まった見物客

からは大きな歓声と拍手が上がっていました。

圧巻！４００年の歴史絵巻
東和で綱木之里大名行列

迫地区で１０月１３日、「交通死亡事故ゼロ1000日」を記

念しての感謝状贈呈式が行われました。式では１０月

１０日に1000日を達成したことを記念して、宮城県警

察本部交通部長から迫総合支所の菅原支所長に感謝

状が贈呈されました。式には迫地区の交通安全協会

や交通指導隊、交通安全母の会などの代表が出席し、

贈呈式後の交通安全運動に関する意見交換では、

「地区の皆さんの協力により達成できた大記録なの

で、今後も交通死亡事故ゼロを継続できるようにが

んばろう」と、互いに誓い合いました。

交
迫地区で交通死亡事故ゼロ1000日達成

通死亡事故ゼロに感謝状

▲掛け声とともに、威勢よく毛槍を相手方に投げ渡す「お取り替え」
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登米市産の安全・安心な農林産物などを展示即売する「登

米おいしいもの市～秋の市～」が、１０月５・６日の両日、

仙台市勾当台公園で開催されました。今回は、「きてけさ

いん！名亘秋の特産市」と同時開催され、登米と名亘（名

取～亘理地方）の新鮮な野菜や加工食品などが出展された

会場には、大勢の人が訪れにぎわいをみせていました。

実りの秋が盛りだくさん！

▲登米市の食材を求め、大勢の人でにぎわう勾当台公園

トピックス 
 ぷらぷらすす

▲思い思いに水路の壁面に絵を描く子どもたち

水路の大切さを学ぼう

▲完成したヨシケイ宮城「仙北事業部」と宅配車両

「ヨシケイ宮城」農商工連携の取り組み

農業用施設について、市民の皆さんに理解を深めてもらお

うと、迫川沿岸地区管理体制整備推進協議会と迫川沿岸土

地改良区が共催し米山町の穴山幹線用水路の壁面への描画

と植栽が行われています。今年度の４回目の実施日となっ

た１０月１１日には、米山Ｊｒバスケットボールクラブの皆さ

んが動物や鳥などの絵を壁面へ描きました。

市が誘致した、食材宅配サービス「ヨシケイ宮城」の仙北

事業部の建設完了に伴い、竣工式が１０月１６日に行われまし

た。この施設での業務は１１月２日から開始され、使用食材

は市内産の農産物を中心に扱う計画となっています。また、

市内生産者と加工事業者との共同事業も計画されており、

農商工連携による新たな取り組みとして期待されます。

１０/１１

▲お目当ての商品を探しに、大勢の人が訪れました

東北最大を誇る第１３回佐沼秋のフリーマーケット（佐沼中

央商店会主催）が10月１８日、中江中央公園を会場に行われ

ました。当日会場には約７３０店が出店し、多くの市民や家

族連れが訪れ、おもちゃや雑貨、衣料品など数多くの目玉

商品を手に取りながら、出店者との値段交渉やお目当ての

買い物を楽しんでいました。

秋のにぎわい「佐沼フリーマーケット」

１０/１８

１０/１６

１０/５～６
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市
民
の
広

市
民
の
広
場場

絵本が好きな遥香ちゃん。最

近はお父さんが持っている、

魚の図鑑がお気に入りでよく

見ています。お世話上手な遥

香ちゃんは、おっぴさんの食

事の際に、茶わんやはしなど

を運んであげます。

佐々木  遥  香 ちゃん
はる か

（南方町峯）

平成１９年５月２９日生まれ

（２歳）

毅さんの長女

田代　 美  湧 さん（南方中３年）
み わき

（南方町苔野谷地上・慎一さん方）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№５５

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
９
８
７
‐
０
５
１
１

　
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

　
学
校
で
は
広
報
委
員
会
に
所
属

し
て
い
る
美
湧
さ
ん
。
月
１
回
各

学
年
順
番
に
、
大
会
で
活
躍
し
た

選
手
や
学
年
行
事
な
ど
掲
載
す
る

「
広
報
新
聞
」
の
発
行
の
際
は
、
委

員
長
と
し
て
調
整
や
編
集
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
美
湧
さ
ん
の
将
来
の
夢

は
保
育
士
に
な
る
こ
と
。
自
分
が

保
育
所
に
通
っ
て
い
た
と
き
、
家

族
の
迎
え
が
遅
く
な
っ
た
際
に
、

子
ど
も
か
ら
好
か
れ
る
優
し
い
保
育
士
に

お
話
し
を
し
な
が
ら
一
緒
に
待
っ

て
い
て
く
れ
た
先
生
の
優
し
さ
に

憧
れ
て
「
保
育
士
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
家
で
は
2
人
の
妹
の
め
ん
ど
う

を
よ
く
見
て
い
る
美
湧
さ
ん
。

「
将
来
は
、
優
し
い
先
生
に
な
り

た
い
で
す
。
ま
た
、
良
い
こ
と
と

悪
い
こ
と
を
は
っ
き
り
子
ど
も
に

教
え
ら
れ
る
保
育
士
に
な
り
た

い
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

朝にはテレビの映像に合わせ

て元気にラジオ体操をする祥

くん。童謡が大好きで、自分

で本を開いて、お気に入りの

「むすんでひらいて」や「げ

んこつ山のたぬきさん」を上

手に歌ったり踊ったりします。

渥美  祥 くん
しょう

（米山町畑崎）

平成１９年７月１０日生まれ

（２歳）

準さんの次男

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
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俳
　
句

 秋
 の
 路
  足
  軽
 や
か
に
 散
  歩
 か
な
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
茂
　
子
（
東
和
）

あ
き
 

み
ち
 あ
し
 か
ろ
 

さ
ん
 
ぽ

 稲
 は
 穂
 に
 文
  字
 う
す
れ
た
る
 飢
  饉
 の
 碑
 　
　
小
野
寺
　
礼
喜
子
（
中
田
）

い
ね
 

ほ
 

も
 
じ
 

き
 
き
ん
 

ひ

 百
 

ひ
ゃ
く

 段
 を
 上
 れ
ば
か
ほ
る
 葛
 の
 花
 　
　
　
　
　
石
　
川
　
敦
　
子
（
中
田
）

だ
ん
 

の
ぼ
 

く
ず
 

は
な

 稲
  刈
 の
 人
  影
 の
 無
 き
 最
  盛
  期
 　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
進
太
夫
（
中
田
）

い
ね
 か
り
 

ひ
と
 か
げ
 

な
 

さ
い
 せ
い
 
き

 人
  生
 は

じ
ん
 せ
い

 旅
 ぞ

た
び

 夫
  看
 る

つ
ま
 
み

 牧
  水
  忌
 　
　
　
　
　
　
山
　
内
　
雅
　
子
（
中
田
）

ぼ
く
 す
い
 
き

 一
  山
 を
 押
 し
 上
 げ
る
ご
と
 葛
 の
 蔓
 　
　
　
　
佐
々
木
　
武
　
子
（
中
田
）

い
ち
 ざ
ん
 

お
 

あ
 

く
ず
 

つ
る

く
る
み
 落
 つ
お

 昔
 

む
か
し

も
 今
 も
 夜
  半
 の
 屋
  根
 　
　
　
畠
　
山
　
菜
穂
子
（
中
田
）

い
ま
 

よ
 
わ
 

や
 
ね

 用
  済
 み
の
 案
  山
  子
  夕
  陽
 に
 影
 の
 濃
 く
　
　
　
大
　
泉
　
け
い
子
（
中
田
）

よ
う
 
ず
 

か
 
か
 
し
 
ゆ
う
 
ひ
 

か
げ
 

こ

 早
 

そ
う

 朝
 の

ち
ょ
う

 霧
 に
の
ま
れ
り

き
り

 散
  歩
  道
 　
　
　
　
　
　
 佐
　
竹
　
恒
　
子
（
津
山
）

さ
ん
 
ぽ
 
み
ち

 赤
 ト
ン
ボ
 追
 い
て
 遊
 び
し
 朋
 

あ
か
 

お
 

あ
そ
 

と
も

 何
処
 　
　
　
　
遠
　
藤
　
聖
　
子
（
津
山
）

い

ず

こ

 金
  華
  山
  半
  島
  眺
 め
 秋
 ゴ
ル
フ
　
　
　
　
　
　
浅
　
野
　
の
り
子
（
津
山
）

き
ん
 
か
 
さ
ん
 は
ん
 と
う
 な
が
 

あ
き

 大
  皿
 に
 夫
 と
 崩
 し
て
 冷
 

お
お
 ざ
ら
 

つ
ま
 

く
ず
 

ひ
や

 奴
 　
　
　
　
　
　
　
西
　
條
　
と
き
子
（
津
山
）

や
っ
こ

 秋
  高
 し
 機
  影
 を
 映
 す
 川
 の
 面
 　
　
　
　
　
　
武
　
田
　
よ
り
子
（
津
山
）

あ
き
 た
か
 

き
 
え
い
 

う
つ
 

か
わ
 

お
も

　
　
　

川
　
柳

 百
 

ひ
ゃ
く

 二
  母
 に
 稚
  児
  抱
 き
 願
 う
 親
 

に
 
ぼ
 

ち
 

ご
 

だ
 

ね
が
 

お
や

 心
 　
　
　
　
　
女
　
川
　
光
　
也
（
 迫
 ）

ご
こ
ろ

作

品

募

作

品

募

集集

!!

●
　
月
号
は
短
歌
で
す
。

１２

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、　

月
　
日
ま
で
ご
応

１１

１０

募
く
だ
さ
い
。な
お
作
品
に
は
す
べ
て
か
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。
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散歩に行くのが大好きな星矢

くん。散歩に出掛けると、何

にでも興味を示し、飼ってい

る牛にも怖がらずに触ります。

いつも２人のお兄ちゃんと一

緒に、兄弟３人で仲良く遊ん

でいる星矢くんです。

 佐々木  星  矢 くん
せい や

（津山町入沢）

平成１９年１１月１５日生まれ

（１歳）

寿さんの三男

好き嫌いがなく、何でもよく

食べる優羽ちゃん。中でも野

菜ではトマト、果物ではブド

ウが好物です。優羽ちゃんは、

お父さんが大好き。毎日父さ

んが仕事から帰ってくるのを

楽しみにして待っています。

斎藤  優  羽 ちゃん
ゆ う

（登米町新町）

平成１９年９月２８日生まれ

（２歳）

貴紀さんの長女

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№５５

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№５５

新刊紹介 ＝迫図書館＝ 緯０２２０（２２）９８２０

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
1
6
9

㌢

で
A
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
東
北
学
院
大
学
文
学

部
の
４
年
生
で
、
歴
史
学
科
を
選

考
し
日
本
の
近
世
史
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。
歴
史
に
つ
い

て
は
、
幼
い
こ
ろ
曾
祖
母
か
ら
昔

話
を
聞
い
た
り
、
自
宅
に
あ
っ
た

明
治
時
代
の
教
科
書
な
ど
に
触
れ

た
り
し
て
い
る
う
ち
、
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
何
事
に
も
妥
協

せ
ず
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
や

り
ぬ
く
タ
イ
プ
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
近
隣
に
あ
る
石
碑
や
、

歴
史
文
献
な
ど
を
調
べ
て
ま
わ
っ

た
り
、
自
宅
で
農
作
業
を
手
伝
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
同
級
生
の
紹
介
で
迫

町
新
田
の
柳
生
心
眼
流
 甲
 

か
っ

 冑
 柔
術

ち
ゅ
う

保
存
会
に
入
会
し
、
甲
冑
柔
術
の

保
存
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
女
性
像
　
家
庭
的
な
人
。

自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
現
在
、

戦
国
時
代
か
ら
の
石
越
の
歴
史
に

つ
い
て
、
文
献
な
ど
を
参
考
に
年

表
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

調
査
を
続
け
、
貴
重
な
資
料
の
発

見
や
保
護
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二階堂　悟さん（２２歳）

　にかいどう　さとる　

　石越町遠沢区・さそり座

郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し

自
分
で
ま
と
め
た
冊
子
を
作
り
た
い

静子の日常

井上 荒野 ／著

痛快で軽快。エレガントで

洞察力抜群な静子さん７５歳

の日常。

すぐに作りたい使いたい
手作りバッグの本
ＮＨＫ出版 ／著

バッグを手作りしませんか。

作り方の基礎から解説して

います。

しがみつかない生き方
香山 リカ／著

「ふつうの幸せ」を手に入れ

る１０のルール 。生き方に

ついて考えます。

ロンド国物語４
エミリー・ロッダ／著

再びロンドの世界へ。レオ

とミミ、「新しい魔法使い

探し」の旅が始まります。

１０ぴきのかえるのおつきみ
間所 ひさこ／著

カエルたちが待ちに待った

楽しいお月見の日。ちょっ

とのぞいてみましょう。

うちゅうたまご
荒井 良二／著

宇宙母さんが産んだタマゴ。

どんなタマゴだと思います

か？
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　佐沼税務署からお知らせ

　なごみの里サポートセン
　ター祭

　津山木工芸品組合
　組合員募集

　地域で暮らす精神に障害がある人

のさまざまな相談に応じ、作業活動

や社会復帰に向けた支援を行ってい

ます。精神保健福祉の進歩を願って

祭りを開催しますので、皆さんお誘

い合わせの上、ぜひおいでください。

【日時】　１１月２１日（土）

　午前１０時～午後２時

【場所】　なごみの里サポートセン

　ター（ＪＲ東北本線石越駅前）

【内容】　活動紹介、バザー、作品販

　売、飲食コーナーなど

【問い合わせ】　なごみの里サポート

　センター　緯 0228（35）5055

　矢羽集成材を使って温かいぬくも

りのある作品を製作し、市内外の皆

さんに自然の優しさを伝えてみませ

んか。

【資格】　市内で小規模事業（木工業）

　を営んでいる人※詳細については

　下記まで問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ】

　もくもくハウス（津山木工芸品事

　業協同組合）

　緯 0225（69）2341

働保険の加入手続きをしていない事

業主は、今すぐ最寄りの労働基準監

督署またはハローワーク（公共職業

安定所）にご相談ください。

【問い合わせ】　

　瀬峰労働基準監督署

　緯 0228（38）3131

　ハローワーク迫（公共職業安定所）

　緯 0220（22）8609　　

　裁判所からのお知らせ　

　１１月の広報テーマは「検察審査

会ってどんなところ・・・」および「裁

判員制度～まもなく名簿記載通知を

発送します～」です。詳しくは最高

裁ウェブサイトをご覧ください。

【問い合わせ】

　 ▼仙台地方裁判所事務局総務課

　緯 022（222）611５　

　 ▼仙台家庭裁判所事務局総務課

　緯 022（222）4165　

【URL】 http://www.courts.go.jp/

　よくある税の質問に回答する手段

としてご利用いただいている「タッ

クスアンサー」のうち「電話音声・

ファクシミリ」サービスは、１１月３０

日（月）をもって終了いたします。

　なお、インターネットのタックス

アンサーは、引き続き充実に努めて

いきますので、お気軽にご利用くだ

さい。

　また税に関する一般的な相談は、

税務署に電話していただき、音声案

内に従って「１番」を選択すると、

国税局の「電話相談センター」につ

ながりますので、ご利用ください。

【問い合わせ】　

　佐沼税務署　総務係

　緯 0220（22）2501

【URL】　国税庁ホームページ　　　

　http://www.nta.go.jp/　

　事業主の皆さんへ

　１１月は労働保険適用促進月間です。

「一人でも雇ったら、入ろう。労働

保険。」がテーマです。

　労働保険は、労働者が安心して働

ける職場づくりと安定した事業経営

に欠かせないもので、国が監督する

保険制度です。労働者（アルバイト

を含む）を一人でも雇っている場合

は、労働保険（労災保険・雇用保険）

に加入する義務があります。まだ労

　登米祝祭劇場
　１１月のイベント情報

◆加藤淑子プリ汽フラ（プリザーブ

ドフラワー）作品展

【日時】　１１月１日（日）～２７日（金）

【場所】　レストラン蓮房

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆第７回宮城いきいき学園登米栗原

校文化祭

【日時】　１１月７日（土）

　小ホール　午前１１時～

　大ホール　午後１時～

【場所】　大・小ホール

【入場料】　無料　

【問い合わせ】　

　宮城県社会福祉協議会　

　緯 022（225）8477

◆藤波洋子舞踊チャリティーショー

【日時】　１１月８日（日）　正午～

【場所】　大ホール

【入場料】　2,000円　

【問い合わせ】　藤波流藤洋会　

　緯 0220（22）3029

◆第４回登米市書人会展

【日時】　１１月１２日（木）～１５日（日）

　午前９時３０分～午後５時

　（１５日は午後３時まで）

【場所】　小ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米市書人会

　緯 0220（34）4338

◆２００９芸術祭　芸能発表の部

【日時】　１１月１５日（日）

　午前９時３０分～

【場所】　大ホール

【入場料】　1,000円

【問い合わせ】　登米市迫文化協会

　緯 0220（22）7324

◆第５回コダックフォトクラブ写真展

【日時】　１１月２１日（土）～２３日（祝）

　午前９時～午後６時

　（２３日は午後５時まで）

【場所】　小ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　

　コダックフォトクラブ登米支部　

　緯 0220（22）7689

◆アコースティックライブ２００９

【日時】　１１月２６日（木）

　午後６時３０分～

【場所】　大ホール

【入場料】　

　１階Ｓ席＝完売

　２階Ｓ席＝残券わずか

　２階Ａ席＝4,000円

【問い合わせ】　

　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111
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　陸上自衛隊高等工科学校
　生徒募集

　迫支援学校ゆめ花祭

　「陸上自衛隊工科学校」は、将来陸

上自衛隊において、高機能化・シス

テム化された装備品を駆使・運用す

るとともに、国際社会においても自

信を持って対応できる自衛官となる

者を養成するために、中学校卒業予

定者などを対象に採用する制度です。

【応募資格】　平成２２年４月１日現在、

　１５歳以上１７歳未満の男子、中学校

　卒業者および中等教育学校の前期

　課程修了者（２２年３月に中学校卒

　業または中等教育学校の前期課程

　修了見込みの者を含む）

【受付期間】　１１月１日（日）～２２年

　１月８日（金）

【試験日】　

　１次試験＝２２年１月２３日（土）

　２次試験＝２２年２月６日（土）か

　ら９日（火）までの指定する１日

※その他詳しくは、下記に問い合わ

せください。

【問い合わせ】

　自衛隊宮城地方協力本部

　登米地域事務所

　緯 0220（34）2244

　ムの上映など

【問い合わせ】　県立迫支援学校

　緯 0220（22）9484

警察からのお知らせ

纂被害者相談窓口について
　警察では、犯罪被害にあった人が安心して相談
できるように各種相談電話を設置しています。ど
うぞお気軽にご相談ください。

纂犯罪被害給付制度について　
　犯罪被害給付制度は、故意の犯罪行為により亡
くなった被害者の遺族や障害が残ることになった
被害者、重い障害や疾病にかかり長期の入院治療
が必要になった被害者が、加害者から十分な損害
賠償を受けられなかった場合などに、国が犯罪被
害者等給付金を支給する制度です。

【問い合わせ】　警察本部警務課犯罪被害者支援室
　緯 022（221）7171　内線 757-263

電話番号相　談　内　容

０２２（２２1）7198性犯罪相談電話

０２２（２２1）7867いじめ１１０番

０２２（２２2）4970少年相談電話

０２２（２61）1110環境犯罪・悪質商法相談電話

０２２（２66）1074銃器・覚せい剤１１０番

０２２（２２2）8930暴力団相談電話

０２２（２66）0110暴走族１１０番

０２２（２66）9110
＃9110

022（227）4110

警察総合相談電話
プッシュ回線
ファクシミリ

0220（52）2121
0220（22）2121

警察署・警察安全相談窓口
登米警察署
佐沼警察署

　県が行う食の安全安心に関するアンケートへの協力
や講習会などへの参加および県に対しての食の安全安
心に関する提言をしていただける人をモニターとして
募集しています。
　県内在住の満１８歳以上の人であればどなたでも登録
でき、登録した人には食品表示のハンドブックをプレ
ゼントします。参加できる範囲での活動で構いません
ので、気軽にご登録ください。
　なお、申込方法など詳しくは下記へ問い合わせくだ
さい。
【問い合わせ】　
　県環境生活部食と暮らしの安全推進課
　緯 022（211）2643　
【URL】　http:/www.pref.miyagi.jp/shoku-k/

みやぎ食の安全安心消費者モニターを募集中！

　迫支援学校では「ゆめ花祭」を開

催します。ご近所お誘い合わせの上、

ぜひご来場ください。

【日時】　１１月１４日（土）

　午前９時４５分～午後２時１５分

【場所】　県立迫支援学校

【内容】　演技発表や作品展示、作業

　作品販売やバザー、プラネタリウ

　１１月１５日（日）から２１日（土）までの７日間に全国一斉
「女性の人権ホットライン」強化週間を実施します。夫や
パートナーからの暴力、職場でのセクシュアル・ハラスメ
ント、ストーカー行為など女性をめぐるさまざまな人権問
題について、女性の人権擁護委員および弁護士が電話相談
に応じます。秘密は固く守られます。
【日時】　１１月１５日（日）・２１日（土）　午前１０時～午後５時
　１１月１６日（月）～２０日（金）　午前８時３０分～午後７時
　※相談は無料で、予約は不要です。
【相談電話番号】　緯 0570（070）810
【問い合わせ】　仙台法務局人権擁護部
　緯 022（292）3614

「女性の人権ホットライン」強化期「女性の人権ホットライン」強化期間間

　陶芸教室参加者募集

　 干  支 人形と招き猫を作ってみませ
え と

んか。

【日時】　１１月２９日（日）・３０日（月）

　いずれも午前１０時～正午

【場所】　林林館２階（東和）

【講師】　 瑞  樹  窯 　笠政彦さん
みず き がま

【受講料】　１体2,000円（材料費）～

【募集人員】　各２０人

【申込方法】　電話

【申込期限】　開催日の３日前

【申し込み・問い合わせ】

　林林館（火曜・木曜休館）

　緯 0220（45）1821　
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　白鳥スマイルキッズデー
　参加者募集

親子で体験保育ができます。

【日時】　１１月２６日（木）

　午前９時３０分～１１時

【場所】　白鳥保育園（南方町）

【対象者】　１歳～就学前の児童

【内容】　親子でリズム遊び

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】

　白鳥保育園

　緯 0220（58）2681

　※随時、受け付けしています。

～地デジいろは塾～

【問合わせ】　デジサポ宮城　緯 022（721）0381

№５

皐共同住宅デジタル化改修に助成金が出ます

　国の補正予算で、集合住宅などの共同受信施設のデジタル化改修に助成

金が交付されることになりました。助成を受けるには、１世帯当たりの改

修費用が３万５千円を超えることが条件になります。

　申請の受け付けは、デジサポ宮城で行いますが、所定の申請書と工事業

者の見積書などが必要です。助成額などの詳細や申請方法などはデジサポ

に問い合わせください。申請後の審査には約１カ月かかります。

　今回の制度は、大規模マンションなどは世帯ごとの改修単価が安価とな

るため、適用対象とはなりにくいようです。築年数が古い共同住宅や数世

帯規模のアパートが活用に適していると思われます。２世帯住宅も場合に

よっては対象になります。

　また、この制度は民間の建物が助成対象で、市営住宅などの公的な建物

は適用になりません。

　申し込み期限は平成２２年１月１５日です。施設のデジタル化改修を考えて

いる人は、早めにデジサポにご相談ください。

　行政書士業務無料相談会

　宮城県行政書士会仙北支部では、

行政書士業務無料相談会を開催しま

す。予約は不要です。

【日時】　１１月１４日（土）

　午前９時～正午

【場所】　登米公民館会議室

【内容】　①官公署に提出する書類作

　成について②当事者同士で合意し

　た内容を文書にするための相談

【問い合わせ】　宮城県行政書士会仙

　北支部長　吉田 雅 
まさ

 文 
ふみ

　緯 0220（34）4706

　引きこもり・思春期
　専門相談のご案内

　これまで誰にも相談できなかった、

どこに相談すればいいのか分からな

いなど引きこもりや思春期に関する

悩みを抱えていませんか。東部保健

福祉事務所登米地域事務所では、定

期相談を実施しています。お気軽に

相談ください。

【日時】　①１１月２４日（火）

　②平成２２年３月５日（金）

　午後１時３０分～４時３０分

　（相談時間は１人約１時間）

【場所】　県東部保健福祉事務所登米

　地域事務所

【申込方法】　電話で事前予約をして

　ください。

【申し込み・問い合わせ】

　県東部保健福祉事務所登米地域事

　務所　母子・障害班

　緯 0220（22）6118

　石ノ森章太郎
　ヒーロー作品展開催

　石ﾉ森章太郎ふるさと記念館友の

会では、11月3日の「まんがの日」

に合わせて、ヒーロー作品展を開催

　します。

【日時】　１１月３日（祝）～１５日（日）

　午前９時３０分～午後５時

　※入館は午後４時まで　　　　

【場所】　石ﾉ森章太郎生家

【内容】　２００９年は「千年に一度の００９

　イヤー」になっていることから

　「サイボーグ００９」に関するヒー

　ローをモデルとした絵画や粘土・

　竹細工を市内の幼児、小・中学生

　から募集した作品を展示します。

【入館料】　無料

【休館日】　毎週月曜日

　※月曜日が休日の場合は翌日

【問い合わせ】　石ﾉ森章太郎ふるさ

　と記念館友の会事務局

　緯 0220（35）1099

　１１月の
　パソコン相談室

興パソコン教室　

①カレンダーを作成してみませんか。

【日時】　

　１１月１０日（火）　午前１０時～正午

　１１月１３日（金）　午後７時～９時

②健康管理グラフを作成してみませ

んか。

【日時】

　１１月１７日（火）　午前１０時～正午

　１１月２０日（金）　午後７時～９時

①②共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

【受講料】　2,000円　

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日まで

興無料相談室

【日時】

　１１月２２日（日）　午前１０時～正午

【場所】　豊里多目的研修センター

【申込期限】　５日前まで

興出前コース

　都合の良い時間に合わせて、あな

　たの自宅にパソコンを持参して相

　談に応じます。

【料金】　１コース5,０００円（４時間）

【申し込み・問い合わせ】

　ＮＰＯ法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（２１）５２６２　
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　健康保険、厚生年金保険、

国民年金など社会保険の全般

についての相談に応じます。

【１１月の開設日】  １１月１３日（金）

【時間】　

　午前９時１０分～正午

　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川社会保険事務所

　緯 0229（23）1203

社会保険相談所開設

　県登米保健福祉事務所
　（保健所）健康相談など

予約先電話番号事　業　名期日

０２２０（２２）６１１８
ア ル コ ー ル
家 族 教 室

１８（水）

０２２０（２２）６１１８
精神保健福祉相談
（こころの相談）

２６（木）

　プライバシーは守られますので、

安心してご相談ください。

【11月の相談日】

【相談料】　無料

【会場】　県東部保健福祉事務所登米

　地域事務所

【注意事項】　必ず予約が必要です。

　日程など変更する場合もあります

　ので、予約の際に電話で確認して

　ください。

【その他】　保健師による相談も随時

　受け付けしています。

【問い合わせ】

　県東部保健福祉事務所登米地域事

　務所　母子・障害班

　緯 0220（22）6118

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

トレーニングルーム利用者講習会

◆なかだアリーナ
【講習会日時】　
　11月20日（金）午後７時～
【定員】　５０人（要予約）
【受付開始】　11月4日（水）
【申し込み・問い合わせ】
　なかだアリーナ
　緯 0220（34）7302

◆とよま蔵ジアム
【講習会日時】　
　12月8日（火）午後７時～
【定員】　２０人（要予約）
【受付開始】　11月24日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　とよま蔵ジアム
　緯 0220（53）1155

～１１月は「ねんきん月間」です～１１月は「ねんきん月間」です～～

　毎年１１月は、年金を身近なものとして意義や役割を理解していただくた

めの「ねんきん月間」になっています。

　平成２０年の国民生活基礎調査によると、高齢者世帯（６５歳以上の人のみ

で構成するか、またはこれに１８歳未満の未婚の人が加わった世帯）の所得

構成のなかで「公的年金・恩給」の占める割合は70.8％となっており、ま

た公的年金・恩給を受給している高齢者世帯のなかで「公的年金・恩給の

総所得に占める割合が１００％の世帯」は61.2％となっています。

　国民年金をはじめ公的年金は、現役の世代が高齢者の世代を支え、将来

高齢者になったときに、そのときの現役世代が支える、支え合いの制度で

す。いずれは訪れる老後の生活で、公的年金は終身保障で生涯にわたり安

定した収入を確保してくれます。

　また、公的年金は老後だけではなく、病気や事故で障害が残ったときや、

一家の働き手が亡くなったときなど、収入が断たれてしまうような万が一

の事態に生活保障となる役割も担っています。

〇生活を支える３つの基礎年金

　　【老齢基礎年金】　　　　【障害基礎年金】　　　　【遺族基礎年金】

　　

　

　

　

　

　　

〇基礎年金の２分の１は国庫が負担

　国が責任を持って運営する公的年金には、基礎年金の財源に国庫負

　担（国の税金）が含まれています。国庫負担分はこれまで「３分の１」

　でしたが、平成２１年４月分より「２分の１」に引き上げられました。こ

　れにより財源的にもより安定した制度になります。

【問い合わせ】

　ねんきんダイヤル　緯 0570（05）1165

　市民生活部国保年金課　年金医療係　緯 0220（58）2166

　古川社会保険事務所　国民年金業務課　緯 0229（23）1203

高齢になったときに 病気やけがで障害の
状態になったときに

一家の支えにもしも
のことがあったとき、
残された遺族に
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緯緯
お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111

登米市のデータ

人　口
世帯数地区

計女男

21,75711,24310,5147,305迫

5,4402,8582,5821,807登米

7,5143,8483,6662,470東和

16,2598,3407,9194,642中田

6,8353,4863,3492,011豊里

10,4155,3535,0622,863米山

5,6022,8542,7481,581石越

9,0974,7154,3822,509南方

3,9142,0261,8881,216津山

86,8３３44,7２３42,11０26,4０４合計

人口・世帯数

（平成21年9月末現在）

11月の納税

納期限　１１月３０日（月）

忘れずに納めましょう

固定資産税　　                 ４期
国民健康保険税                 ６期
介護保険料　　　　　　　６期
後期高齢者医療保険料　　５期

編 集 室 か ら

　市では現在、物産の販売・PRのため、仙台市青葉区台原に登米市物産直

売所を設置して、物産や農産物などの販売を行い、多くの仙台市民に利用

されています。中でも野菜などの販売は、平成２１年度に整備した屋外販売

施設を使って直売を行っており、より多くの生産農家などの皆さんに活用

してもらうため、次のとおり出店者を募集します。

【内容】　市内で生産された農産物・加工品などの販売を希望する人

　（屋外販売施設で直売できる人）

【応募資格】　市内在住の人、市内にある法人・団体

【出店日】　出店者の希望を受けて出店者会議などで調整を行います。

【申し込み・問い合わせ】　産業経済部商工観光課　観光物産係

　緯 0220（34）2734　胃 0220（34）2802

　市観光物産協会　緯 0220（52）4648　胃 0220（52）4649

登米市物産直売所出店者募登米市物産直売所出店者募集集外外

　適正に整備された森林は、二酸化炭素を吸収して地球温暖化防止す

るなど、人間や地球環境にとって大切な資源です。

　この大切な森林を次代へ残すため、市では「市民参加の新たな森林

づくり」に取り組んでいます。その一環として、森林植林体験者を募

集します。

【日時】　１１月１０日（火）

　午前１０時～正午（小雨決行）

【場所】　 挟 
はさま

 山 （東和）
や ま

【集合場所】　米川小学校体育館前

　※現地にはマイクロバスで移動

【集合時間】　午前８時５０分

【内容】　広葉樹の苗を植える作業

【参加料】　無料

【持参する物】　長靴、軍手

【募集人数】　３０人（先着順）

【申込期限】　１１月９日（月）

【申込方法】　電話、ファクシミリ。

　ファクシミリの場合は、参加者 

　の住所、氏名、年齢、電話番号

　を記入の上、市民参加の新たな

　森林づくり参加希望と明記して

　ください。

【申し込み・問い合わせ】

　産業経済部農林政策課

　林業振興係

　緯 0220（34）2716

　胃 0220（34）2801

「市民参加の新たな森林づくり」～みどりの森を次の世代へ～

インターネットで販売する物産品募集中

【募集対象品】　市内特産品（農産物・加工品・工芸品など）

【募集期間】　随時募集しています。

【申込方法】　電話、ファクシミリ

【申し込み・問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課　観光物産係　

　緯 0220（34）2734　胃 0220（34）2802

　㈱みやぎ東和開発公社　緯 0220（45）1218　胃 0220（45）2186

【URL】　http://www.rakuten.co.jp/tome-bazar/

　市では、生産者や販売店の売り上げ向上と販路を拡大するため、イン

ターネットの通販事業を㈱みやぎ東和開発公社に委託し、平成２１年度か

ら２３年度までの3年間の予定で実証事業を行い、起業化することになり

ました。販売する物品を募集します。

▼ 先月の台風１８号は市に甚大な被害を

もたらしました。わたしも津山町横山地

区に救済応援にいきましたが、初めて目

の当たりにした水害の被害に、改めて自

然の脅威を思い知りました。被害を受け

た地区の一日も早い復興をお祈りします。

▼ これからの季節は、師走に向けて何か

と慌しくなります。買い物などで外出す

る際は、交通事故などに十分注意してお

出掛けください。（猪股）
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認知症ケア講演会

『第１回人と野生動植物の共生を考えるつどい』開催します

～高病原性鳥インフルエンザ感染の 伝 
でん

 播 と野鳥を考える～
ぱ

　国内のハクチョウなどの越冬地においては、平成１９年から高病原性鳥インフルエンザ対策として、給餌活動を

取りやめるところが増えています。この結果、給餌場所で野鳥から人に鳥インフルエンザが容易に感染するかの

ような誤解も生じています。

　高病原性鳥インフルエンザとは何か？病気に対する正しい知識と対策を進めていくために、第１回人と野生動

植物の共生を考えるつどいを開催します。どなたでも参加できますので、皆さんのご参加をお待ちしております。

【日時】　１１月１３日（金）　午後７時～９時　　

【場所】　市役所南方庁舎２階大会議室

【対象】　市内在住の人　　　【募集人数】　１００人　　　【参加料】　無料

【内容】　１．基調講演Ⅰ　「鳥インフルエンザと野鳥」　講師：金井 裕 さん（日本野鳥の会主席研究員）　
ゆたか

　　　　２．基調講演Ⅱ　「野鳥の大量死発生時の対応について」　

　　　　　  講師：多田 由  喜  男  さん（環境省東北地方環境事務所）
ゆ き お

　　　　３．パネルディスカッション　

　　　　　 葛テーマ「高病原性鳥インフルエンザ感染の伝播と野鳥を考える」

　　　　　 葛パネラー　金井 裕さん　（日本野鳥の会）

　　　　　　　　　　　 多田由喜男さん（環境省東北地方環境事務所）

　　　　　　　　　　　 呉地 正  行 さん（日本雁を保護する会会長）
まさ ゆき

　　　　　 葛コーディネーター　岩渕 成  紀 さん（NPO法人たんぼ理事長）
しげ き

【申込方法】　電話、ファクシミリ、電子メール　※ファクシミリ、電子メールで申し込みの場合は、住所、氏名、

　電話番号を記入の上、「野生動植物を考えるつどい申し込み」と明記してください。

【申し込み・問い合わせ】　市民生活部環境課　環境政策係　

　緯 0220（58）5553　胃 0220（58）3345　死 kankyo@city.tome.miyagi.jp

葛「鳥インフルエンザと野鳥」を
テーマに講演を行う金井裕さん

裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁判判判判判判判判判判員員員員員員員員員員制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度ここここここここここここここここここここがががががががががが知知知知知知知知知知りりりりりりりりりりたたたたたたたたたた裁判員制度ここが知りたいいいいいいいいいいい

ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明ポイント説明会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　裁判員制度が平成２１年５月２１日から始まりました。国

民の中から選ばれた裁判員６人と、裁判官３人がチーム

を組んで一緒に裁判を進め、判決という形で結論を出す

制度です。裁判員裁判における審理、評議などについて、

皆さんにできるだけ具体的なイメージをもっていただく

ための情報をお伝えします。

【日時】　１１月２７日（金）　午後２時～３時３０分

【場所】　迫公民館２階大会議室

【内容】　仙台地方裁判所で行った模擬裁判のダイジェス

　ト版をご覧いただきながら、裁判員の役割などについ

　てポイントを絞って裁判所職員が説明します。

【定員】　５０人

【その他】　参加者には、広報用映画DVD（数量限定）や

　各種オリジナルグッズを差し上げます。

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】　迫公民館

　緯 0220（22）7324

皆さんの「？」にお答えします

“わたし”“家族”が認知症になっても、

　　　　　豊かに安心して暮らせる地域づくり

　市では、認知症になっても安心して暮らせるまちづく

りを目指すため、「認知症の人を見守るサポーター2,000

人キャラバン」をスローガンに掲げ、認知症に関する

様々な事業に取り組んでいます。

　認知症高齢者と家族を支えるためには、身近なところ

で見守り、支援してくれる体制やネットワークづくりが

大切です。市民の皆さんが介護のヒントを得たり、抱え

ている思いを分かち合える講演会ですので、気軽にご参

加ください。

【日時】　１１月１０日（火）　午前１０時～

【場所】　市役所南方庁舎２階

【内容】　葛講演「認知症の早期発見・早期治療のために」

　～認知症になっても安心して暮らせる地域づくりへ～

　葛講師　こだまホスピタル副院長　進藤 克  博 さん　
かつ ひろ

【申込方法】　電話

【申込期限】　１１月９日（月）

【申し込み・問い合わせ】　福祉事務所長寿介護課　

　介護給付係　緯 0220（58）5551
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「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

　南方住民情報センター「るるぱ」

では、市民のＩＴ（情報技術）向上

を目的としてパソコン講習会を開催

します。興味のある人はぜひ参加し

てください。

文書作成（ワード）初級講習

【日時】　１１月２５日（水）～２７日（金）

　午後７時～９時

【内容】　文書作成ソフト（ワード）

　の基本用語、基本操作、文書作成

　などを中心に初級操作を勉強しま

　す。

【受講資格】　パソコンを使ったこと

　がない人や使ったことはあるが操

　作方法を忘れてしまった人など

　るるぱパソコン講習会
　受講生募集

　「手話講座」受講生募集

　地域医療講演会の
　お知らせ

【テーマ】　「市民総参加による地域

　医療への取り組み」

【日時】　１１月１５日（日）　

　午前１０時３０分～（午前１０時開場）

【場所】　迫公民館

【入場料】　無料

【講師】　佐藤 元  美 さん（藤沢町民病
もと み

　院事業管理者兼院長）

【内容】　国保藤沢町民病院における

　保健・医療・福祉が一体となった

　地域包括ケアと、住民が参加する

　地域医療の取り組みを学びます。

【問い合わせ】

　市民生活部　地域包括医療推進室

　緯 0220（５８）２１１８

【講師】　市手話通訳相談員

【学習内容】　聴覚に障害のある人や

　手話についての理解、あいさつ・

　自己紹介・簡単な会話

【募集人員】　２０人程度

【受講料】　無料

【申込方法】　電話、ファクシミリ　

　※ファクシミリの場合は住所、氏

　名、電話番号を記入の上、手話講

　座受講希望と明記してください。

【申込期限】　１１月１３日（金）

【申し込み・問い合わせ】

　福祉事務所生活福祉課

　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　胃 0220（58）2375

　宮城県芸術祭に出品された作品の

中から優れた作品を選び、絵画（洋

画・日本画）と書を展示する巡回展

が開催されます。

　県民の美術鑑賞能力の向上と豊か

な感性をはぐくむことを目的に、県

内２カ所で開催され、今回は髙倉勝

子美術館「桜小路」の開館を記念し

て登米市で開催されます。この機会

にぜひご鑑賞ください。

【日時】　１１月１０日（火）～１３日（金）

　午前９時～午後４時３０分

【場所】　登米総合体育館（とよま蔵

　ジアム）

【作品数】　１００点以上を展示

【入場料】　無料

【問い合わせ】　

　教育委員会生涯学習課　

　文化振興・文化財保護係

　緯 0220（34）2698

　宮城県芸術祭巡回絵画・
　書道展「登米展」を開催

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人（同一講習の経験がない

　人を優先）

【場所】　南方住民情報センター「る

るぱ」（市役所南方庁舎内）

　シアターホール

【定員】　１８人（先着順）

【参加費】　1,000円程度（テキスト代）

【受け付け】　１１月１１日（水）　

　※電話受付開始は午前１０時

【申し込み・問い合わせ】　

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　 ▼開館日＝火曜～日曜日・祝日　

　午前９時～午後５時

　 ▼休館日＝月曜日（月曜日が休日

　の場合は、火曜日）

　手話と聴覚障害について、楽しく

学べる講座です。

【日時】※５回コース

　

【場所】　市役所南方庁舎

　２階中会議室

　※エレベーターあり

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人で、障害福祉や手話に関

　心のある人

時　間月　日回

午前９時３０分～

午前１１時３０分

１１月２４日（火）１

１１月２７日（金）２

１２月１日（火）３

１２月４日（金）４

１２月８日（火）５



Nov.200929

「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

　１１月の
　夜間相談窓口開設日

納税に関する相談に応じます。

【日時】　１１月２６日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

　１１月の
　多重債務110番の日

ます。　

　一人で悩まず、ちょっと勇気を出

して、まず相談をしましょう。

【日時】　 ▼２日（月）、９日（月）、　

　１６日（月）、　２４日（火）、３０日（月）

　午前９時～午後８時

▼１５日（日）午前９時～午後５時

【相談電話番号】

　緯 0220（34）2308　※直通

【場所】　市役所中田庁舎２階

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

①ドライバーの皆さんは、早め

のライト点灯を心掛けましょう。

②歩行者・自転車利用者の皆さ

んは、ドライバーから見て目立

つように、明るい色の服装や反

射材を着用しましょう。

夕暮れ時や夜間の

　　　交通事故に注意！

　市の消費生活相談員が、借金・多

重債務の相談に応じ、弁護士や関連

部署などと連携しながら、多重債務

の解消・債務整理後の生活再建を支

援します。

　相談は無料です。秘密は厳守され

　秋から冬にかけて、夕暮れ時
と夜間の交通事故が多発します。
以下のことに気を付けましょう。

　消費生活相談のお知らせ

　消費生活における相談や苦情を聞

き、解決するためのお手伝いをしま

す。お気軽にご相談ください。

①相談室での相談（随時）

【日時】　毎週月曜～金曜日

　（祝祭日は除く）

　午前８時３０分～午後５時

【場所】　市役所中田庁舎２階

②出前講座の実施（要予約）

【内容】　地域の集会や会議などに相

　談員が出向き、消費者行政に関す

　る講座を行います。

【予約先・問い合わせ】

　消費生活相談室（中田庁舎２階）

　緯 0220（34）2308　

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734　

　特定公共賃貸住宅
　入居者募集

特定公共賃貸住宅

◆豊里新町特定公共賃貸住宅

　（豊里町新町５番地１）

　募集戸数　１戸(３LDK）

　家賃月額　46,000円～55,000円

　駐車場　なし

◆津山柳津四丁目特定公共賃貸住宅

　（津山町柳津字本町６７番地）

　募集戸数　１戸(１LDK）

　家賃月額　30,000円～47,000円

　駐車場　あり

【募集対象者】　

　現に住宅に困っている世帯

【入居資格】　

　①所得基準が15.8万円以上48.7

　万円以下であること。

　※所得基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で割った金額。

　②自ら居住するために住宅を必要

　とする人。

　③同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　④入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。　

【申し込み】　

　各総合支所地域生活課

　産業建設係

【申込期限】　

　１１月１６日（月）　期限厳守

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316
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健 康 ＆ 福 祉

「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

   大切な“いのち”を守るため
                              献血にご協力ください

全　血
10：00～12：00登米総合体育館（とよま蔵ジアム）

１１/６画
14：00～16：00津 山 ふ れ あ い セ ン タ ー

全　血
10：00～12：00ロ ッ ク シ テ ィ 佐 沼

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー
※骨髄バンクの登録も受け付けします

７臥
13：00～16：30

全　血
10：00～12：30三愛ロジスティクス珂迫営業所

１４臥
14：00～16：30ヨ ー ク ベ ニ マ ル 佐 沼 店

全　血
10：１0～12：00中 田 保 健 福 祉 会 館

２５我
13：30～16：30み や ぎ 生 協 加 賀 野 店

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係
　　　　　　　緯 0220（58）2116

障害者就業相談のお知らせ

【相談日時】　１１月２４日（火）

　午前　①９時３０分～　②１１時～

　午後　①１時３０分～　②３時～

【場所】　県東部保健福祉事務所　登米地域事務所

【申し込み】　予約制です。住所地の総合支所市民福

　祉課市民福祉係に申し込みください。

【問い合わせ】

▼福祉事務所生活福祉課　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

袋　 早  希 ちゃん
さ き

（迫町永田・昭二さん）

千葉　 海  咲 ちゃん
み さき

（迫町永田・文彦さん）

高橋　 蓮  那  斗 くん
は や と

（迫町八幡・亮一さん）

渡邉　 彩  那 ちゃん
あや な

（迫町中江・敬之さん）
星　 龍 

りゅう

 汰 くん
た

（迫町坂戸・裕美さん）

佐竹　 丞 
じょう

 汰  朗 くん
た ろう

（中田町本町畑中・忠さん）

佐藤　 尚  幸 くん
なお たか

（中田町二ッ木・俊浩さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

相澤　 結  月 ちゃん
ゆ づき

（迫町八幡・茂行さん）

川嶋　 剣  真 くん
けん しん

（中田町新田・貴嘉さん）

佐藤　 莉  緒  奈 ちゃん
り お な

（中田町冠木・恵太さん）

９ 月９日までの
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった
子は、市内３地区で
25 人中１０人
でした
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「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

11月の「こころの相談」

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。

　上記以外においでの際は、事前

にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っ

ています。気軽にご相談ください。

電話での相談も、随時受け付けて

います。

母子健康手帳の交付
と

妊  産  婦  相  談

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（22）5554臨床心理士迫保健センター２６日（木）迫

緯 0220（52）5054カウンセラー登米総合支所１３日（金）登　米

緯 0220（53）4112精神科医師東和総合支所１７日（火）東　和

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター６日（金）豊　里

緯 0220（55）2112精神保健福祉士米山総合支所２７日（金）米　山

緯 0228（34）2112精神科医師石越総合支所１２日（木）石　越

緯 0220（58）2113精神科医師南方保健センター２０日（金）南　方

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係まで問い合わせください

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番の休日当番医・歯科休日当番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医

歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0220（55）3300米山町よねやま歯科診療所緯 0220（21）1380迫　町上 杉 皮 膚 科 医 院11/3華

緯 0220（22）0811迫　町安 藤 歯 科 医 院緯 0220（45）2301東和町米 川 診 療 所8蚊

緯 0220（23）2038南方町プ レ ミ ア 歯 科緯 0220（34）3611中田町三 浦 消 化 器 内 科15蚊

緯 0220（58）2722南方町王 歯 科 医 院緯 0220（22）2566迫　町八 木 小 児 科 医 院22蚊

緯 0220（34）6668中田町お お さ か 歯 科 医 院緯 0220（22）6100迫　町沼 倉 小 児 科 医 院23華

緯 0220（29）7020南方町みなみかた歯科医院緯 0220（29）6056南方町島 医 院29蚊

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。
　（11月15日当番医のプレミア歯科は、ロックシティ佐沼ショッピングセンター内にあるため、午前１０時からの診療になります。）
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を
目
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活
動
は
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て

お
り
、
第
１
月
曜
日
に
は
講
師
の

先
生
を
招
き
、
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
多
く
は
子
育
て
を
終
え

一
段
落
し
た
地
域
の
女
性
の
皆
さ

ん
で
、
練
習
は
常
に
笑
顔
で
楽
し

く
取
り
組
み
、
毎
回
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
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サ
ー
ク
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で
は
市
や
地
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行
事
に
も
積
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的
に
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加
し
、

日
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の
練
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い
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＝仙台城二の＝仙台城二の丸丸屏 屏 
びょう

風 風 ＝＝
ぶ

　当サークルはグループの融

和と健康の増進を目標に、現

在会員２３人で活動しています。

最近では各種行事への参加も

増え、より良い演技を披露す

るため、毎回一生懸命練習に

励んでいます。

米川フレッシュサークル代表

 千葉 みえ 子 さん
こ

米
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
（
東
和
）

この屏風は、仙台城二の丸にあったも

のと言われていて、作られた年代や作

者は不明ですが、亘理家が高清水から

佐沼に所替えした際、伊達家より拝領

した資料として伝えられています。屏

風には 錦  鶏 
きん けい

 鳥 がつがいで描かれていて
ちょう

います。錦鶏鳥は別名をアカキジとも

いい、江戸時代に中国から飼い鳥とし

て輸入され、雌が全身褐色なのに比べ、

雄は頭に黄金色の 冠  羽 があり朱、黄、
かん う

黒色のきれい羽に覆われてとても豪華

です。この屏風にも背景の山水ととも

に優雅できらびやかに描かれています。

金色の屏風に２匹の錦鶏鳥が優雅に描かれています。

■登米市消防長賞

荒井  薫 
かおる

（東郷小５年)
佐々木  航 

わたる

（佐沼中3年）

■県消防協会登米地区支部長賞　

▲

榊原 亘  陽 （上沼小４年）

▲

佐藤
こう よう

 静  香 （石越中３年）
しず か

■優秀賞　

▲

後藤 花  那 （米山東小１年）

▲

千葉
は な

 優  花 （西郷小２年）
ゆう か

▲

高橋 果  蓮 （佐沼小３年）

▲

大内
か れん

 一  真 （津山小４年）

▲

髙橋
かず ま

 俊  光 （米谷小５年）
とし みつ

▲

林 立  香 （佐沼小５年）

▲

大場
りつ か

 結 （佐沼小６年）

▲ゆい

野家 菜  希  沙 （中田中１年）
な ぎ さ

▲

千葉 大  貴 （石越中２年）

▲

斎藤
ひろ き

 彩 （登米中２年）※応募総数493点
あや

消防本部では秋の火災予防運動
にちなみ、市内の小中学生を対
象に「平成２１年度防火ポスターコ
ンクール」を実施しました。入賞
者は次のとおりです（敬称略）。防火ポスタ防火ポスターー

コンクー　　　　コンクールル


